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玉
江
浦
地
区
で
は
、
自
動
い
か
釣
り
機

を
使
用
し
て
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
や
ス
ル
メ
イ

カ
を
漁
獲
す
る
「
小
型
い
か
つ
り
漁
業
」

が
盛
ん
で
す
。
こ
の
小
型
い
か
つ
り
漁
業

の
船
団
で
は
、
今
年
６
月
か
ら
国
の
「
も

う
か
る
漁
業
創
設
支
援
事
業
」を
導
入
し
、

共
同
経
営
を
中
心
と
し
た
漁
業
の
収
益
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

７
月
２
日
に
は
、
い
か
つ
り
船
団
が
将

来
株
式
会
社
化
し
て
一
つ
と
な
る
こ
と
を

見
据
え
、
そ
の
前
段
階
と
し
て
、
８
経
営

体
に
よ
る
漁
業
者
グ
ル
ー
プ
が
、
県
や
漁

協
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
Ｌ
Ｌ
Ｐ
（
有
限
責

任
事
業
組
合
）
を
設
立
し
ま
し
た
。
共
同

経
営
体
と
し
て
共
同
操
業
・
販
売
を
行
う

こ
の
取
り
組
み
は
県
内
初
で
、
将
来
の
漁

業
経
営
モ
デ
ル
と
し
て
全
国
か
ら
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

萩
市
に
限
ら
ず
、
近
年
、
燃
油
価
格
の

高
騰
や
漁
獲
量
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
漁

業
の
経
営
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
古
く

な
っ
た
漁
船
や
機
械
を
新
し
く
買
い
換
え

る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
国
で
は
「
も
う
か
る
漁
業
創

設
支
援
事
業
」
に
よ
り
、
漁
業
者
や
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
、
地
元
漁
業
の
収
益
改

善
に
取
り
組
も
う
と
す
る
場
合
、
新
し
い

漁
船
や
機
械
の
導
入
な
ど
に
か
か
る
費
用

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

萩
市
で
も
、
漁
業
関
係
者
の
中
か
ら
、

こ
の
事
業
を
活
用
し
て
玉
江
浦
の
小
型
い

か
つ
り
漁
業
を
改
革
し
よ
う
と
い
う
声
が

上
が
り
、
平
成
22
年
12
月
に
、「
萩
地
区

小
型
い
か
つ
り
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

萩
地
区
小
型
い
か
つ
り
地
域
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
学
識
経
験
者
、
漁
業
団
体
、
行

政
の
担
当
者
な
ど
に
よ
る
協
議
会
で
、
今

年
３
月
に
、
次
の
内
容
の
改
革
計
画
が
国

に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

共
同
で
の
漁
場
探
索
や
新
型
自
動
い
か

釣
り
機
の
導
入
な
ど
に
よ
る
操
業
の
効
率

化
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
集
魚
灯
の
導
入
に
よ
る
省
エ

ネ
化
な
ど
に
取
り
組
む
。

　

冷
凍
障
害
防
止
シ
ー
ト
や
殺
菌
海
水
の

使
用
に
よ
る
イ
カ
の
高
品
質
化
、
地
元
で

利
用
さ
れ
て
い
な
い
ス
ル
メ
イ
カ
の
地
産

地
消
に
取
り
組
む
。

③
地
域
活
性
化
対
策

　

萩
市
の
「
萩
の
地
魚
も
っ
た
い
な
い
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
開
発
し
た
加
工
品
な
ど

を
、
県
の
支
援
を
受
け
て
移
動
販
売
車
や

ホ
テ
ル
で
販
売
し
、
６
次
産
業
化
に
取
り

組
む
。

■
実
施
期
間　

平
成
24
年
６
月
１
日
〜
平

成
26
年
５
月
31
日
（
２
年
間
）

　

６
月
３
日
、
新
し
い
い
か
釣
り
機
や
Ｌ

Ｅ
Ｄ
集
魚
灯
を
装
備
し
た
漁
船
が
操
業
を

開
始
し
ま
し
た
。
現
在
、
燃
油
の
消
費
を

抑
え
た
省
エ
ネ
操
業
や
漁
獲
物
の
共
同
運

搬
な
ど
、
今
ま
で
と
は
違
う
操
業
方
法
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◀ LED 集魚灯や新型自動
いか釣り機を装備した漁船

　

事
業
の
一
環
と
し
て
、
試
験
的
に
移
動

販
売
車
に
よ
る
販
売
も
８
月
４
日
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
萩
八
景
遊
覧
船
乗
降

場
所
（
堀
内
）
の
近
く
で
、イ
カ
生
干
し
・

沖
漬
け
、イ
カ
Ｘ
Ｏ
醤
な
ど
の
加
工
品
を
、

主
に
観
光
客
向
け
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

■
と
き　

毎
週
金
・
土
・
日
曜
日　

午
前

10
時
〜
午
後
２
時

■
と
こ
ろ　

萩
八
景
遊
覧
船
乗
降
場
所
前

（
堀
内　

指
月
橋
横
）

■
問
い
合
わ
せ

水
産
課
（
２
５
・
４
１
９
５
）

イカ生干し㊧ 300 円
イカ沖漬け㊨ 580 円

イカ XO 醤
大 980 円
小 630 円

移動販売車による販売

玉
江
浦
い
か
つ
り
船
団

玉
江
浦
い
か
つ
り
船
団
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■
市
長
コ
ラ
ム
No.88

　

灼
熱
の
日
々
が
続
く
。
こ
の
よ
う

な
夏
の
暑
さ
の
中
に
も
見
事
な
花
を

結
ぶ
木
々
が
あ
る
。
夾
き
ょ
う
ち
く
と
う

竹
桃
、
百さ
る
す
べ日

紅り

、
芙ふ
よ
う蓉

、
い
ず
れ
も
紅
か
ら
白
が

中
心
の
花
の
色
。

　

夾
竹
桃
は
、
排
気
ガ
ス
に
も
強
い

と
の
こ
と
で
、
高
速
道
等
の
街
路

樹
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
国
道

２
６
２
号
の
阿
武
川
沿
い
に
も
見
事

な
赤
色
の
花
を
つ
け
て
い
る
。
市
内

各
地
に
や
や
白
色
が
か
っ
た
見
事
な

ピ
ン
ク
の
花
を
見
つ
け
る
こ
と
が
あ

る
。
百
日
紅
は
、
庭
木
と
し
て
植
え

ら
れ
て
い
る
が
、
韓
国
の
慶
州
で
は

有
名
な
桜
並
木
の
間
に
植
栽
さ
れ
、

夏
対
策
の
花
木
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
る
。
我
が
国
で
は
見
ら
れ
な
い
街

路
樹
活
用
。
芙
蓉
は
、
大
輪
の
花
を

た
く
さ
ん
つ
け
る
。
酔す
い
ふ芙

蓉よ
う

の
よ
う

に
色
を
変
え
る
種
も
あ
る
。

　

さ
て
、
花
木
で
は
な
い
が
、
こ
の

夏
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
た
も
の
が
あ

る
、
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
。
撫な
で
し
こ子
は

秋
の
七
草
、
カ
ワ
ラ
ナ
デ
シ
コ
は
ヤ

マ
ト
ナ
デ
シ
コ
の
別
名
も
あ
る
が
、

古
く
は
常と
こ
な
つ夏

と
も
い
わ
れ
、
花
期
が

夏
か
ら
秋
に
わ
た
る
。
ロ
ン
ド
ン
で

今
の
夏
、
見
事
に
開
花
し
た
。

　

財
団
法
人
菊
屋
家
住
宅
保
存
会
が
、国
、

県
、
市
の
補
助
金
を
受
け
て
、
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
菊
屋
家
住
宅

主お
も
や屋
の
し
っ
く
い
壁
塗
直
し
等
の
保
存
修

理
工
事
を
、
１
月
か
ら
行
い
８
月
８
日
に

完
了
し
ま
し
た
。

　

主
屋
は
江
戸
時
代
17
世
紀
中
頃
に
建

て
ら
れ
た
町
屋
で
、
菊
屋
横
丁
側
の
壁

作
業
小
屋
等
の
建
設
、
屋
根
瓦
の
一
部
を

解
体

◦
平
成
25
年
度　

建
物
の
解
体
工
事
（
半

解
体
）

◦
平
成
26
〜
28
年
度　

組
立
工
事

◦
平
成
28
年
10
月
完
成
予
定

　

大
照
院
保
存
会
で
は
、
修
理
工
事
費
用

に
充
て
る
た
め
の
寄
付
金
を
募
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
寄
付
金
が
、
税
制
上
の
優
遇
措
置（
所

得
控
除
）の
対
象
と
な
る
指
定
寄
付
金
と
し

て
６
月
に
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

法
人
の
場
合
は
、
寄
付
金
の
全
額
を
損

金
に
算
入
で
き
ま
す
。
個
人
の
場
合
は
、

「
寄
付
金
額
（
当
該
年
度
の
総
所
得
金
額

の
40
％
を
限
度
）
ー
２
０
０
０
円
」
の
金

額
が
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

　

寄
付
金
の
問
い
合
わ
せ
は
、
大
照
院
保

存
会
（
２
２
・
２
１
２
４
）
へ
。

　

大
照
院
は
、
萩
藩
２
代
藩
主
毛
利
綱つ
な
ひ
ろ広

が
、
明め
い
れ
き暦

２
年
（
１
６
５
６
）
ま
で
に
再

興
し
た
臨
済
宗
寺
院
で
す
。
初
代
藩
主
秀ひ
で

就な
り

と
２
代
以
下
偶
数
代
藩
主
の
墓
所
が
営

ま
れ
、
東
光
寺
と
と
も
に
藩
主
の
菩
提
寺

と
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
建
物
は
延
え
ん
き
ょ
う
享
４

年
（
１
７
４
７
）
の
火
災
後
に
再
建
さ
れ

た
も
の
で
、
本
堂
、
庫く

り裏
、
書
院
、
鐘
楼

門
が
寛か
ん
え
ん延

３
年
（
１
７
５
０
）、
経き
ょ
ぞ
う蔵

が

宝ほ
う
れ
き暦

５
年
（
１
７
５
５
）
の
建
築
で
、
平

成
14
年
５
月
23
日
に
国
の
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

文
化
財
保
護
課
（
２
５
・
３
２
９
９
）

修理前の本堂

「日本の道百選」の一つ菊屋横丁

　

宗
教
法
人
大
照
院
が
、
国
、
県
、
市
の

補
助
金
を
受
け
て
実
施
す
る
大
照
院
本
堂

の
半
解
体
修
理
工
事
の
起
工
式
が
７
月
14

日
に
行
わ
れ
、
平
成
28
年
10
月
に
完
成
予

定
で
す
。

　

本
堂
は
、
軸
部
の
傾
き
や
雨
漏
り
に
よ

る
腐
朽
、
白
ア
リ
に
よ
る
傷
み
な
ど
が
激

し
く
な
っ
て
い
た
た
め
、　

建
物
の
軸
部

ま
で
を
い
っ
た
ん
解
体（
半
解
体
）し
、
腐

朽
・
破
損
部
分
を
補
修
の
う
え
、

在
来
ど
お
り
組
み
直
し
ま
す
。
資

料
の
確
実
な
も
の
は
で
き
る
限
り

旧
形
式
に
復
原
し
て
い
き
ま
す
。

【
本
堂
工
事
費
】
５
億
８
６
０
０

万
円
（
内
訳　

国
85
％
、県
7.5
％
、

市
・
所
有
者 

各
３
・
75
％
）

【
実
施
計
画
】

◦
平
成
24
年
度　

足
場
・
素
屋
根
・

は
、
し
っ
く
い
上
塗
の
亀
裂
や
剥
落
、

附つ
け
た
り
ど
べ
い

土
塀
の
西
側
門
は
、
板
戸
や
土
台
の

腐
朽
な
ど
の
傷
み
が
激
し
く
な
っ
て
い
た

た
め
、
し
っ
く
い
塗
直
し
、
ナ
マ
コ
瓦
の

張
り
直
し
、
西
側
門
の
屋
根
葺
替
、
土
台

等
の
木
部
補
修
を
行
い
ま
し
た
。

【
総
事
業
費
】　

９
５
０
万
円
（
内
訳　

国

55
％
、
県
７
％
、
市
11
％
、
所
有
者
27
％
）

▽
事
業
主
体　

財
団
法
人
菊
屋
家
住
宅
保

存
会

■
問
い
合
わ
せ

文
化
財
保
護
課
（
２
５
・
３
２
９
９
）

指
定
寄
付
金
に
つ
い
て

大
照
院
と
は

大照院本堂の
保存修理工事が
始まりました
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７
月
〜
８
月
に
か
け
て
萩
地
域
７
会
場

で「
萩
・
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
〜
市
長
と

の
対
話
の
集
会
〜
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
椿
東
小
学
校
区
、
大
井
小

学
校
区
、
越
ヶ
浜
小
学
校
区
、
明
倫
小
学

校
区
で
の
会
場
か
ら
の
意
見
と
市
の
回
答

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
の
す
べ
て
の
意
見
と
市

の
回
答
の
要
旨
は
、
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

〜市長との対話の集い〜 Ｑ ＆ Ａ ②萩・タウンミーティング

明倫小学校区（サンライフ萩）

　
　
　

防
災
避
難
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て
、

　
　
　

椿
東
小
学
校
区
で
の
各
消
防
団
の

管
轄
区
域
内
で
町
内
会
、
消
防
団
、
消
防

署
、
民
生
委
員
と
共
同
で
の
避
難
訓
練
を

実
施
す
る
計
画
が
あ
る
か
。

　

ま
た
そ
の
時
に
災
害
時
要
援
護
者
の
避

難
訓
練
を
す
る
予
定
・
計
画
が
あ
る
か
。

Ａ　

９
月
に
越
ヶ
浜
・
後
小
畑
周
辺
で
、

津
波
を
想
定
し
た
萩
市
最
大
規
模
の
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。
中
津
江
・
船
津
地
区
で

は
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
要
援
護
者
の
リ
ス
ト
や

地
図
を
作
成
し
、
消
防
団
や
町
内
会
等
へ

配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
年
は
そ
う

い
っ
た
動
静
を
把
握
い
た
だ
き
、
各
地
区

で
自
発
的
な
訓
練
を
お
願
い
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
避
難
訓
練
が
行
い
得
る
最
大
の

対
策
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
の
で
、
土
砂
災

害
・
津
波
・
地
震
な
ど
を
想
定
し
て
、
各

地
区
で
訓
練
の
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

県
道
萩は
ぎ
し
の
ぶ
せ
ん

篠
生
線
に
つ
い
て
、
椿
東

　
　
　

小
学
校
の
正
門
入
り
口
か
ら
中
ノ

倉
の
新
橋
ま
で
の
間
の
歩
道
が
大
変
狭

く
、
そ
の
中
に
電
柱
が
立
っ
て
い
る
。

　

傘
を
さ
す
と
歩
道
か
ら
は
み
出
る
の

で
、車
が
中
央
線
を
越
え
て
避
け
て
い
る
。

大
型
ト
ラ
ッ
ク
も
頻
繁
に
通
っ
て
お
り
、

非
常
に
危
険
で
あ
る
。

　

電
柱
を
撤
去
し
て
歩
道
を
広
げ
る
こ
と

は
大
変
難
し
い
と
思
う
が
、
市
か
ら
県
へ

早
急
に
改
善
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
電
柱
だ
け
で
も
早
急
に
移
設

で
き
な
い
か
。

Ａ　

ご
要
望
の
区
間
の
拡
幅
・
改
良
は
、

県
に
再
三
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。
県
で

は
今
年
度
、
椿
東
小
学
校
か
ら
東
側
の
調

査
に
入
る
の
で
、
そ
の
結
果
を
見
て
県
が

ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
注
視
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

萩
津
和
野
線
、
萩
篠
生
線
は
、
萩
と
津

和
野
を
結
ぶ
観
光
道
路
で
あ
り
、
重
要
な

生
活
道
路
で
す
の
で
、
市
と
し
て
も
早
期

着
手
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
こ
の
路
線
が
最
大
の
懸
案
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
地
元
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
し
っ
か

り
声
が
伝
わ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

市
役
所
の
窓
口
業
務
に
つ
い
て
、

　
　
　

最
近
は
共
働
き
も
増
え
て
平
日
の

日
中
に
市
役
所
に
行
く
こ
と
が
難
し
い
。

土
曜
日
・
日
曜
日
に
も
市
役
所
を
開
け
て

ほ
し
い

Ａ　

収
納
課
で
は
通
常
の
開
庁
日
に
は
午

後
７
時
ま
で
業
務
を
行
い
、
市
民
課
・
税

務
課
で
は
祝
日
を
除
く
毎
週
木
曜
日
に
は

午
後
７
時
ま
で
窓
口
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　　
　
　

津
波
対
策
に
つ
い
て
、
大
井
港
地

　
　
　

区
は
海
抜
０
〜
１
ｍ
の
地
区
で
、

５
〜
６
ｍ
の
津
波
が
来
た
ら
壊
滅
す
る
。

現
在
の
避
難
場
所
は
大
井
公
民
館
、
県
漁

協
大
井
湊
支
店
の
２
か
所
で
、
大
地
震
・

椿
東
小
学
校
区松

陰
記
念
館
／
81
人

（
７
月
５
日
）

Ｑ

Ｑ

ＱＱ 大
井
小
学
校
区大

井
公
民
館
／
95
人

（
７
月
９
日
）
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氾
濫
も
少
な
く
な
る
と
思
う
の
で
、
県
へ

強
く
要
望
し
て
ほ
し
い
。

Ａ　

大
井
川
は
県
管
理
河
川
で
す
。
今
年

度
、
県
は
浚
渫
の
予
算
を
組
ん
で
い
ま
す

の
で
、
協
議
・
調
整
し
て
県
に
伝
え
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　

越
ヶ
浜
地
区
の
避
難
場
所
に
つ
い

　
　
　

て
、
６
月
９
日
に
避
難
訓
練
を
行

い
、
１
６
０
人
程
度
の
参
加
者
が
あ
っ

た
。
避
難
場
所
は
笠
山
登
り
口
の
首
な
し

地
蔵
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
大
き
な
地
震

が
あ
っ
た
際
に
あ
の
避
難
道
が
機
能
す
る

だ
ろ
う
か
。
高
齢
化
が
進
む
な
か
で
、
避

難
場
所
は
避
難
し
や
す
い
山
口
県
漁
協
は

ぎ
統
括
支
店
（
風
水
害
の
避
難
所
）
が
一

番
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
避
難

場
所
に
す
る
場
合
に
、
漁
協
の
耐
震
化
は

可
能
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

首
な
し
地
蔵
周
辺
は
、
避
難
場
所
と

し
て
道
路
も
含
め
て
整
備
し
た
経
緯
が
あ

り
ま
す
。
漁
協
は
耐
震
対
応
以
前
の
建
物

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
漁
協
の
建
物
に
市

が
勝
手
に
手
を
い
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、補
強
が
ど
れ
く
ら
い
必
要
な
の
か
、

そ
れ
を
漁
協
が
さ
れ
る
の
か
、
公
の
避
難

施
設
と
し
て
市
が
支
援
す
る
の
か
な
ど
、

漁
協
関
係
者
と
相
談
し
て
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

各会場の参加人数
椿東小学校区 81人
大井小学校区 95人
越ヶ浜小学校区 69人
明倫小学校区 147人
合計 392人

萩・タウンミーティング
津
波
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
。

　

町
内
会
で
は
、
避
難
場
所
と
し
て
地
区

の
近
く
に
あ
る
標
高
約
27
ｍ
の
鵜う
や
ま山
の
台

地
を
考
え
て
い
る
。
元
気
な
者
と
身
体
の

不
自
由
な
者
が
協
力
し
て
逃
げ
ら
れ
る
避

難
道
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

Ａ　

萩
の
三
角
州
内
で
は
海
抜
10
ｍ
以
上

の
場
所
は
萩
商
工
高
校
の
建
物
ぐ
ら
い

で
、
三
角
州
周
辺
で
は
、
萩
本
陣
の
入
口

や
、
旧
有
料
道
路
入
口
付
近
な
ど
非
常
に

遠
い
場
所
で
、
三
角
州
内
が
一
番
避
難
場

所
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

大
井
港
地
区
に
は
鵜
山
と
い
う
逃
げ
る

場
所
が
あ
り
、
地
区
の
皆
さ
ん
の
ご
希
望

で
あ
れ
ば
、
避
難
道
路
の
設
置
は
難
し
い

話
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ど
こ
に
逃
げ
る
の
か
、
ま
た
災
害
時
要

援
護
者
の
避
難
方
法
を
ど
う
す
る
の
か
な

ど
、
各
地
区
で
議
論
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　

山
陰
道
の
整
備
に
つ
い
て
、
萩
〜

　
　
　

益
田
間
が
調
査
区
間
に
な
っ
た
と

テ
レ
ビ
で
聞
い
た
が
、
現
在
の
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
国
道
１
９
１
号
は

迂う
か
い回
路
が
な
く
、
生
活
す
る
上
で
大
事
な

こ
と
で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た

い
。

Ａ　

山
陰
道
は
鳥
取
市
か
ら
下
関
市
ま

で
の
３
８
０
㎞
。
着
手
率
は
鳥
取
県
が

１
０
０
％
で
島
根
県
は
90
％
、
山
口
県
だ

け
20
％
弱
と
遅
れ
て
お
り
、
懸
案
事
項
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
を
経
て
、
基
幹
道
が
な

い
と
救
援
物
資
も
届
か
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
道
路
に
対
す
る
考
え
方
が
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。

　

萩
の
将
来
を
考
え
る
と
、
経
済
的
な
基

盤
を
し
っ
か
り
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
漁
業
や
農
業
、
観
光
面
で
も
、
人
的

交
流
・
物
流
の
一
番
大
事
な
と
こ
ろ
は
道

路
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
流
れ

を
し
っ
か
り
引
き
継
い
で
早
期
整
備
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

大
井
川
の
氾
濫
対
策
に
つ
い
て
、

　
　
　

浚
し
ゅ
ん
せ
つ

渫（
川
底
の
土
砂
の
掘
り
取
り
）

が
で
き
れ
ば
水
位
が
抑
え
ら
れ
、
河
川
の

Ｑ

Ｑ

Ｑ 越
ヶ
浜
小
学
校
区（
７
月
13
日
）

山
口
県
漁
協
は
ぎ
統
括
支
店
／
69
人

越ケ浜地区の避難訓練

（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）
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Ａ　

地
域
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
強

化
事
業
で
、
災
害
時
要
援
護
者
の
リ
ス
ト

と
地
図
を
消
防
団
や
町
内
会
等
へ
配
布
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
よ
っ
て

町
内
会
な
ど
の
状
況
は
か
な
り
異
な
り
ま

す
の
で
、
各
地
区
の
状
況
に
応
じ
て
民
生

委
員
や
地
区
住
民
の
方
々
が
対
応
で
き
る

方
策
を
考
え
る
べ
き
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、
恵
美
須

　
　
　

町
の
日
の
丸
保
育
園
の
園
児
達
が

行
き
帰
り
を
す
る
道
路
の
そ
ば
に
非
常
に

古
い
空
き
家
が
あ
り
、屋
根
の
木
が
腐
っ
て

瓦
が
落
ち
て
い
る
。
園
児
の
頭
に
落
ち
る

か
も
し
れ
な
い
の
で
、本
人
が
で
き
な
い
の

で
あ
れ
ば
行
政
代
執
行
が
で
き
な
い
か
。

Ａ　
「
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る

条
例
」が
10
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

建
物
の
安
全
性
や
景
観
上
の
問
題
が
あ
る

空
き
家
、
近
隣
住
民
や
通
行
人
に
悪
影
響

が
あ
る
空
き
家
の
情
報
提
供
が
あ
れ
ば
、

市
が
調
査
し
、
所
有
者
に
対
し
て
適
切
な

助
言
や
指
導
・
勧
告
・
命
令
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
に
は
行
政
代
執
行

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

や
む
を
え
な
い
場
合
に
発
動
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

今
回
の
ケ
ー
ス
は
、所
有
者
に
対
し
て
、

管
理
義
務
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、
も
し
け

が
を
さ
れ
た
と
き
は
損
害
賠
償
請
求
が
所

有
者
に
い
く
と
い
う
こ
と
を
お
話
し
ま
す

の
で
、
具
体
的
な
事
例
を
是
非
ご
相
談
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　

萩
博
物
館
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
場
の
間
の

　
　
　

交
差
点
に
つ
い
て
、
交
通
事
故
が

た
び
た
び
発
生
し
て
い
る
。
地
区
懇
談
会

等
で
信
号
機
の
設
置
が
で
き
な
い
か
お
願

い
し
て
い
る
が
、
人
命
が
大
事
な
の
か
、

城
下
町
を
残
す
こ
と
が
大
事
な
の
か
考
慮

さ
れ
、
一
日
で
も
早
く
信
号
機
を
設
置
し

て
も
ら
い
た
い
。

Ａ　

各
地
区
の
方
か
ら
信
号
機
を
設
置
し

て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
は
聞
い
て
お
り
、

文
化
庁
に
も
命
と
文
化
財
の
ど
ち
ら
が
大

事
な
の
か
と
い
う
話
を
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
公
安
委
員
会
の
了
解
も
つ
き
ま

し
た
の
で
、
秋
に
は
信
号
機
が
設
置
で
き

る
見
込
み
で
す
。

　
　
　

災
害
時
の
聴
覚
障
が
い
者
対
応
に

　
　
　

つ
い
て
、
阪
神
大
震
災
や
東
日
本

大
震
災
で
は
、
聴
覚
障
が
い
者
の
方
た
ち

が
避
難
場
所
等
で
大
変
苦
労
さ
れ
て
い
る

と
い
う
話
を
聞
き
、
昨
年
か
ら
聴
覚
障
害

者
福
祉
会
で
防
災
研
修
会
を
始
め
ま
し

た
。
講
演
会
な
ど
行
い
た
い
が
、
費
用
面

で
な
か
な
か
難
し
い
の
で
、
ご
支
援
を
お

願
い
し
た
い
。

Ａ　

今
ま
で
は
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
ま
で

防
災
関
係
の
議
論
を
尽
く
し
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
各
地

区
で
の
防
災
訓
練
に
障
が
い
を
お
持
ち
の

方
の
問
題
も
取
り
込
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

実
体
験
を
お
持
ち
の
方
を
講
師
に
お
招

き
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
福
祉
の
関
係

で
対
応
で
き
る
と
思
い
ま
す
の
で
具
体
的

な
話
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ

Ｑ

Ｑ 明
倫
小
学
校
区

サ
ン
ラ
イ
フ
萩
／
１
４
７
人

（
７
月
19
日
）

小学校区 期　日 会　場

総合事務所管内 ９月下旬〜11月下旬 10 会場

■開催時間　午後７時〜９時
■内容（約２時間）
市の現状と主要施策の説明（約１時間）、質疑応
答（約１時間）
■問い合わせ　企画課（２５・３５６９）

今後の開催日程

萩・タウンミーティング
〜市長との対話の集い〜

　
　
　

高
齢
者
へ
の
災
害
時
支
援
に
つ
い

　
　
　

て
、
民
生
委
員
だ
け
で
は
困
難
と

な
っ
て
い
る
。
地
域
の
皆
さ
ん
を
含
め
た

具
体
的
な
高
齢
者
対
策
は
お
考
え
で
し
ょ

う
か
。

Ｑ

②
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東
日
本
大
震
災
以
降
、
全
国
的
に
自

助
・
共
助
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

萩
市
で
も
、
各
地
域
・
自
治
会
等
に
よ

る
自
主
防
災
訓
練
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
防

災
安
全
課
が
行
う
「
防
災
出
前
講
座
」
の

要
望
件
数
が
増
え
る
等
、
市
民
の
防
災
に

対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

 

　

須
佐
川
氾
濫
を
想
定
し
た
４
町
内
合
同

の
訓
練
に
、約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
25
分
、
日
本
海
を
震
源
と
す

る
地
震
が
発
生
し
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ

た
と
い
う
想
定
で
、
悪
天
候
の
中
、
約

１
６
０
人
の
住
民
が
地
区
の
高
台
（
首
な

し
地
蔵
周
辺
）
に
避
難
し
ま
し
た
。

　

山
口
県
漁
協
越
ヶ
浜
支
店
（
風
水
害
の

避
難
所
）
で
は
防
災
・
救
命
救
急
講
習
等

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
格
的
な
梅
雨
時
期
を
前
に
大
雨
に
よ

る
大
井
川
の
増
水
を
想
定
し
、
３
月
に
完

成
し
た
大
井
坂
本
地
区
消
防
防
災
用
サ
イ

レ
ン
を
使
っ
た
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
避
難
後
は
大
井
公
民
館
で
防
災
講

習
会
も
実
施
さ
れ
、
約
１
４
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

大
雨
に
よ
り
明
木
川
が
増
水
し
危
険
水

位
を
超
過
し
た
た
め
避
難
指
示
が
発
令
さ

れ
た
と
い
う
想
定
で
、
京
床
地
区
か
ら
川

上
公
民
館
へ
避
難
す
る
ま
で
の
訓
練
が
行

わ
れ
、
住
民
21
人
、
消
防
団
18
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

見
島
近
海
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生

し
、
大
津
波
が
来
襲
す
る
と
い
う
想
定
で

避
難
指
示
を
発
令
。
消
防
見
島
分
団
や
航

空
自
衛
隊
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
が
合
同
消

火
訓
練
を
行
い
、
救
護
や
炊
き
出
し
、
給

水
支
援
等
も
行
い
ま
し
た
。
訓
練
に
は
住

民
が
２
０
２
人
、
消
防
団
員
等
関
係
者
を

含
め
る
と
２
８
８
人
（
島
内
人
口
の
約

30
％
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

　

昭
和
58
年
の
山
陰
豪
雨
災
害
を
契
機
に

７
月
23
日
を
防
災
の
日
と
定
め
て
て
い
ま

す
。
萩
市
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生

し
、
江
崎
地
区
に
は
津
波
警
報
が
発
令
さ

れ
、
小
川
地
区
に
は
山
林
崩
壊
に
よ
る
土

砂
災
害
の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
と
い
う
想

定
の
も
と
、
両
地
区
合
計
で
１
８
４
人
の

住
民
が
避
難
し
、
消
防
団
員
や
日
本
赤
十

字
奉
仕
団
員
（
地
元
婦
人
会
）
等
３
４
１

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
避
難
後
は
消
火
器

訓
練
や
煙
中
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

須
佐
地
域
で
は
、
平
成
10
年
か
ら
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
も
11

月
下
旬
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

防
災
安
全
課
（
２
５
・
３
８
０
８
）

田万川地域

川上地域

　

萩
市
で
は
地
震
と
津
波
を
想
定
し
た

総
合
防
災
訓
練
を
11
年
ぶ
り
に
行
い
ま

す
。
住
民
避
難
訓
練
と
防
災
関
係
機
関

合
同
の
救
出
・
救
助
訓
練
で
、
自
由
に

見
学
で
き
ま
す
の
で
ご
参
観
く
だ
さ

い
。

■
と
き　

９
月
30
日
（
日
）
午
前
９
時

〜
正
午

■
と
こ
ろ　

萩
港
多
目
的
広
場
（
マ

リ
ー
ナ
萩
付
近
）

■
訓
練
内
容

見島地区

◦
住
民
避
難
訓
練　

越
ヶ
浜
地
区
・

越
ヶ
浜
小
・
中
学
校
児
童
・
後
小
畑
地

区
の
一
部
児
童
住
民
を
対
象
に
津
波
を

想
定
し
た
避
難
訓
練

◦
救
出
・
救
助
訓
練　

防
災
関
係
機
関

（
山
口
県
消
防
防
災
航
空
隊
、
災
害
派

遣
医
療
チ
ー
ム
、
陸
上
自
衛
隊
第
17
普

通
科
連
隊
、
萩
海
上
保
安
署
、
山
口
県

警
察
本
部
等
）
に
よ
る
、
倒
壊
・
津
波

流
出
家
屋
救
出
、
水
難
救
助
、
孤
立
住

民
救
出
、
災
害
対
策
本
部
訓
練

大井地区
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■
日
本
の
医
療
の
現
状

　

日
本
で
は
、
平
均
寿
命
の
急
激
な
伸
び

に
よ
り
高
齢
者
人
口
が
増
大
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
変
化
に
対
応
し
て
、
今
後
の
医

療
は
「
治
す
」
か
ら
「
健
康
増
進
・
予
防
・

ケ
ア
」
に
シ
フ
ト
し
、
質
の
高
い
、
幅
広

い
診
療
体
制
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

日
本
で
は
、
欧
米
諸
国
に
比
べ
て
、
少

な
い
医
師
数
で
多
く
の
外
来
・
入
院
患
者

を
診
て
お
り
、医
師
は
大
病
院
に
集
中
し
、

中
小
規
模
の
病
院
で
は
医
師
が
少
な
い
の

が
現
状
で
す
。
ま
た
、日
本
の
医
師
は「
契

約
」
よ
り
も
「
志
」
を
大
事
に
し
て
い
て
、

通
常
勤
務
の
後
、
夜
間
当
直
を
し
、
ま
た

翌
日
も
通
常
勤
務
と
い
う
よ
う
な
36
時
間

勤
務
を
続
け
て
い
る
医
師
も
い
て
、
限
界

の
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
医
師
は
診
療

科
や
勤
務
場
所
、
開
業
す
る
か
ど
う
か
を

自
由
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
、
一
方
で
患

者
は
、
誰
で
も
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
医

療
機
関
に
受
診
す
る
こ
と
の
で
き
る
自
由

が
あ
り
ま
す
。日
本
に
は
こ
の
二
つ
の“
自

由
”
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら

の
地
域
の
医
療
を
ど
う
す
る
の
か
考
え
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

■
地
域
医
療
の
デ
ー
タ
化
と
計
画

　

あ
る
地
域
の
２
０
３
５
年
の
人
口
推
計

を
見
る
と
、
労
働
力
の
中
核
を
な
す
65
歳

ま
で
の
年
齢
層
が
大
幅
に
減
り
、
65
歳
以

上
の
老
年
人
口
が
増
大
す
る
た
め
、
医
療

施
設
は
過
剰
に
な
り
、
逆
に
老
人
施
設
は

不
足
す
る
事
態
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
生
活

習
慣
病
の
患
者
も
徐
々
に
減
る
た
め
、
現

状
の
改
善
と
将
来
を
見
据
え
た
地
域
医
療

再
生
計
画
に
す
る
た
め
に
は
、
分
か
り
や

す
く
、
具
体
的
な
統
計
デ
ー
タ
を
示
し
て

住
民
と
一
緒
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
す
。

■
地
域
医
療
を
担
う
医
師
の
役
割

　

日
頃
、
皆
さ
ん
は
何
人
の
医
師
に
か

か
っ
て
い
ま
す
か
。
自
治
医
科
大
学
の
卒

業
医
師
は
「
幅
広
い
症
状
に
対
し
て
診
療

が
で
き
る
」「
初
期
救
急
に
必
ず
対
応
で

き
る
」「
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
自
ら

を
柔
軟
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
い
う
３
つ
の
資
質
を
持
っ
た“
総
合
医
”

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
質
を

持
っ
た
医
師
で
あ
れ
ば
、
患
者
が
訴
え
る

様
々
な
症
状
の
８
割
程
度
は
１
人
で
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
住
民
が
参
加
す
る
地
域
の
医
療

づ
く
り

　

地
域
医
療
再
生
計
画
の
実
現
に
向
け
て

は
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
エ
ン
ジ
ン
で

あ
り
、
原
動
力
で
す
。

　

地
域
に
暮
ら
す
す
べ
て
の
人
た
ち
が
地

域
医
療
の
育
み
手
で
あ
り
、
医
療
者
も
行

政
も
受
益
者
も
皆
、“
住
民
”
で
す
か
ら
、

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
医
療
を
ど
う

す
る
の
か
、
立
場
を
越
え
て
協
働
し
て
い

く
こ
と
、現
在
と
未
来
を
見
据
え
る
こ
と
、

お
互
い
を
認
め
て
信
頼
し
あ
う
こ
と
が
肝

要
で
す
。

　

７
月
７
日
、第
３
回
地
域
医
療
再
生
講
演
会
が
サ
ン
ラ
イ
フ
萩
で
開
催
さ
れ
、

約
２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

主
催
は
萩
地
域
医
療
再
生
計
画
推
進
協
議
会
で
、
第
１
部
は
自
治
医
科
大
学

地
域
医
療
学
セ
ン
タ
ー
長
で
厚
生
労
働
省
の
「
地
域
医
療
再
生
計
画
に
係
る
有

識
者
会
議
」
の
座
長
で
も
あ
る
梶か
じ
い井

英え
い
じ治

先
生
に
「
地
域
医
療
再
生
計
画
と
各

地
の
現
状
」
と
い
う
演
題
で
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
「
萩
・
阿
武
の
医
療
を
支
え
る
た
め
に
〜
み
ん
な
（
医
療
者
・
住

民
・
行
政
）
で
考
え
る
〜
」
を
テ
ー
マ
に
座
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

４

梶井英治

　

今
年
１
月
に
実
施
し
た
０
〜
６
歳
ま
で

の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
意
見
を
も
と
に
、
梶
井
先
生
に
助
言

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
医
療
者
代
表
、
住

民
代
表
、
行
政
代
表
の
間
で
、
熱
心
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▽
救
急
医
療
体
制
や
、「
萩
・

阿
武
健
康
ダ
イ
ヤ
ル
24
」
の
設
置
に
よ
る

24
時
間
３
６
５
日
体
制
の
医
療
提
供
の
お

か
げ
で
安
心
し
て
生
活
で
き
て
い
ま
す
。
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▽
病
気
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら

な
い
の
で
、
24
時
間
対
応
す
る
べ
き
で
す

が
、医
療
者
も
休
み
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

休
日
や
夜
間
は
あ
く
ま
で
応
急
の
手
当
で

あ
り
、
日
中
の
時
間
帯
の
よ
う
な
診
療
が

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
36
時
間
連
続
勤
務
を
し
て
い
る
医
師
が

い
る
ほ
か
、
市
内
の
医
師
の
平
均
年
齢
は

内
科
医
が
54
歳
、
外
科
医
が
61
歳
で
、
現

在
の
24
時
間
の
体
制
維
持
に
は
不
安
が
あ

り
ま
す
。

▽「
萩
・
阿
武
健
康
ダ
イ
ヤ
ル
24
」は
、

通
話
料
無
料
で
、
24
時
間
３
６
５
日
対
応

し
て
い
ま
す
。
家
族
の
急
な
病
気
な
ど
へ

の
対
処
方
法
、
医
療
機
関
情
報
な
ど
を
知

ら
せ
て
く
れ
る
の
で
、
判
断
に
迷
っ
た
と

き
は
、
ま
ず
こ
の
電
話
相
談
を
積
極
的
に

利
用
し
て
、
不
要
不
急
の
受
診
を
避
け
る

な
ど
、
萩
圏
域
の
救
急
医
療
を
守
る
た
め

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
平
成
15
年
に
萩
市
か
ら
入
院

施
設
の
あ
る
小
児
科
が
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
二
度
と
小
児
科
医

を
失
い
た
く
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
を
持
つ
母
親
の
中
に
は
、「
市

内
に
小
児
科
医
が
い
る
こ
と
を
当
た
り
前

と
思
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
意
見
も

あ
り
ま
す
。

▽
小
児
科
医
の
数
は
県
内
で
も
少

な
く
、
萩
圏
域
は
開
業
医
１
人
、
病
院
勤

務
医
２
人
し
か
い
な
い
状
況
で
す
。

▽
市
民
病
院
小
児
科
の
外
来
を
午
後
も

行
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す

が
、
午
後
は
基
礎
疾
患
を
持
つ
小
児
の
専

門
外
来
を
行
っ
て
お
り
、
感
染
症
の
お
子

さ
ん
が
多
い
午
前
中
の
一
般
外
来
と
時
間

帯
を
分
け
て
交
差
感
染
を
防
ぐ
の
が
狙
い

で
す
。
さ
ら
に
予
防
接
種
や
入
院
患
者
の

診
療
、
開
業
医
か
ら
の
紹
介
や
救
急
車
に

よ
る
小
児
救
急
医
療
に
も
従
事
し
て
お

り
、
２
人
の
医
師
で
は
手
一
杯
と
い
う
の

が
実
情
で
す
。

▽
市
民
病
院
の
小
児
科
を
守
る
た
め
に
、

在
宅
当
番
医
制
に
参
加
し
て
い
る
先
生
方

が
毎
年
、
講
習
会
等
で
小
児
救
急
を
勉
強

し
、
軽
症
の
小
児
患
者
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

▽
現
在
、
萩
市
で
は
、
一
次
救
急
で

内
科
医
に
し
っ
か
り
と
診
て
も
ら
い
、
必

要
な
場
合
、
二
次
救
急
で
小
児
科
へ
ま
わ

す
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
体
制
を

崩
す
と
、
小
児
科
医
の
負
担
が
増
え
て
し

ま
い
ま
す
。
休
日
急
患
診
療
セ
ン
タ
ー
を

市
民
病
院
内
に
作
ら
な
か
っ
た
の
も
、
市

民
病
院
内
の
小
児
科
医
の
負
担
を
考
え
て

の
こ
と
で
す
。

住
民
代
表
▽
専
門
の
医
師
が
も
っ
と
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

▽
一
次
救
急
は
外
来
受
診
し
て
、

そ
の
日
の
う
ち
に
自
宅
へ
帰
る
こ
と
の
で

き
る
軽
症
の
病
気
に
対
し
て
行
い
ま
す
。

応
急
処
置
な
の
で
、
後
日
、
専
門
の
医
療

機
関
を
受
診
し
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
二
次
救
急
は
入
院
が
必
要
な
病
気
に

対
す
る
も
の
で
、
三
次
救
急
で
は
大
学
病

院
な
ど
で
行
う
集
中
治
療
な
ど
、
高
度
で

先
進
的
な
医
療
が
提
供
さ
れ
ま
す
。
病
状

に
応
じ
て
一
次
、
二
次
、
三
次
と
役
割
分

担
を
し
て
い
ま
す
。

▽
医
療
者
も
そ
の
家
族
も
こ
の

地
域
で
生
活
す
る
「
住
民
」
と
し
て
関
わ

り
た
い
で
す
。

▽
親
が
子
ど
も
を
よ
く
観
察
し
て
い
れ

ば
、
不
必
要
に
医
者
に
か
か
る
こ
と
が
な

く
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

梶
井
先
生
▽
現
在
、
医
師
が
ど
こ
で
、
ど

の
分
野
で
働
く
か
と
い
う
規
制
が
あ
り
ま

せ
ん
。
医
者
に
こ
こ
で
働
い
て
み
た
い
と

思
わ
せ
る
地
域
で
の
環
境
づ
く
り
が
大
事

で
す
。▽

市
で
は
、
人
材
確
保
の
た
め
に
、

開
業
医
へ
の
補
助
や
看
護
師
、
薬
剤
師
等

の
医
療
従
事
者
へ
の
修
学
の
補
助
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
身
内
や
知
人
に
医
療
者

が
い
る
住
民
の
方
は
是
非
、
情
報
提
供
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
萩
圏
域
の
人
口
規
模
や
予
算
、

医
療
制
度
の
問
題
な
ど
か
ら
、
こ
の
地
域

に
大
学
病
院
の
よ
う
な
規
模
の
医
療
機
関

を
整
備
す
る
の
は
困
難
で
す
。
ま
ず
、
救

急
医
療
体
制
が
崩
壊
し
な
い
よ
う
に
医
療

者
を
確
保
す
る
こ
と
が
先
決
で
す
。

▽
司
会
進
行　

中
田
祐す
け
ひ
ろ

広
（
萩
市
民
病
院

事
務
部
長
）
▽
助
言
者　

梶
井
英
治
（
自

治
医
科
大
学
地
域
医
療
学
セ
ン
タ
ー
長
）

△医療者代表　八木田眞
ま さ み つ

光（萩市医
師会長）米澤文雄（萩市民病院長）

△行政代表　野村
興兒（萩市長）

△住民代表　大嶋 栄
さかえ

（萩市立明倫
小学校ＰＴＡ会長）、金子眞弓（主婦）

問い合わせ 地域医療推進課（２５・２１８２）
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萩
博
物
館　

来
館
者
80
万
人
を
突
破

ま
ぁ
ー
る
バ
ス　

利
用
者
３
０
０
万
人
突
破

　

20
年
に
わ
た
り
、
一
人
で
海
岸
清
掃
を
続

け
て
こ
ら
れ
た
赤
木
新
吉
さ
ん（
浜
崎
新
町
、

１
０
３
歳
）
の
意
志
を
引
き
継
ぎ
、
平
成
14

年
か
ら
10
年
に
わ
た
り
、
月
２
回
菊
ヶ
浜
の

清
掃
活
動
を
行
い
、
海
浜
環
境
の
保
全
、
美

化
に
多
大
な
貢
献
。

　

な
お
、
平
成
21
年
に
は
萩
お
も
て
な
し
大

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

平
成
５
年
「
萩
市
国
民
外
交
友
の
会
」
結

成
以
来
、
会
長
と
し
て
18
年
以
上
に
わ
た
り

山
口
県
に
よ
る
外
交
関
係
者
等
の
講
演
会
等

の
主
催
、
研
修
員
の
受
け
入
れ
等
外
交
活
動

の
支
援
に
継
続
的
に
協
力
。

　

平
成
14
年
に
は
山
口
日
英
協
会
を
設
立
、

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
オ
ー
ク
の
木
を
植
樹
、
20

年
に
英
国
か
ら
長
州
砲
の
里
帰
り
を
展
示
な

ど
、
会
長
を
務
め
日
英
交
流
に
寄
与
。
こ
れ

ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
外
交
政
策
に
関
す
る

理
解
の
増
進
に
貢
献
。

池
本
和か
ず
と人
（
71
歳
、山
田
）

菊
ヶ
浜
を
日
本
一
美
し
く
す
る
会

（
小こ
が
や茅 

稔
会
長
、
浜
崎
町
）

７
月
19
日
、
国
際
関
係
の
分
野
で
活
躍
し
、
諸
外
国
と
の

友
好
親
善
関
係
の
増
進
に
功
績
の
あ
る
個
人
等
を
表
彰

７
月
18
日
、
海
の
日
を
記
念
し
て
海
浜
等
の

美
化
活
動
に
貢
献
し
た
団
体
等
を
表
彰

　

平
成
12
年
４
月
に
運
行
を
開
始
し
た
萩
循

環
ま
ぁ
ー
る
バ
ス
の
利
用
者
が
、
７
月
30
日

に
３
０
０
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

３
０
０
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、
神
奈
川

県
川
崎
市
か
ら
夫
婦
で
旅
行
に
来
ら
れ
た

藤と
う
じ
ょ
う條

弘ひ
ろ
ゆ
き

之
さ
ん
で
す
。

　

ま
ぁ
ー
る
バ
ス
は
、
市
民
や
観
光
客
の

交
通
手
段
と
し
て
運
行
を
開
始
。
料
金
は

１
０
０
円
で
、
市
役
所
、
市
民
病
院
、
バ
ス

セ
ン
タ
ー
や
市
内
の
各
駅
を
結
ん
で
い
ま

す
。

　

昨
年
10
月
に
は
耳
の
不
自
由
な
方
が
補
聴

器
で
車
内
放
送
等
を
明
瞭
に
聞
く
こ
と
が
で

き
る
「
磁
気
ル
ー
プ
」
を
装
備
し
た
新
型
車

両
２
台
を
導
入
。運
行
開
始
か
ら
12
年
間
で
、

年
間
平
均
約
24
万
４
０
０
０
人
が
利
用
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
16
年
に
萩
開
府
４
０
０
年
を
記
念
し

て
開
館
し
た
萩
博
物
館
の
来
館
者
数
が
７
月

23
日
、
80
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

80
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、
家
族
４
人
で

岡
山
県
倉
敷
市
か
ら
来
ら
れ
た
近
藤
大だ
い
き輝

さ

ん
（
14
歳
）。
幕
末
の
偉
人
を
学
ぼ
う
と
来

館
さ
れ
ま
し
た
。

　

萩
博
物
館
は
、
都
市
部
か
ら
遠
く
離
れ
た

地
で
あ
り
な
が
ら
、
毎
年
夏
の
企
画
展
で

は
、
全
国
か
ら
多
く
の
来
館
者
を
集
め
て
い

ま
す
。
開
館
以
来
年
間
の
来
館
者
数
は
10
万

人
前
後
を
維
持
し
、
博
物
館
と
し
て
は
県
内

で
も
ト
ッ
プ
を
誇
り
ま
す
。

　

現
在
開
催
中
の
夏
の
特
別
展
「
最
恐
！
危

険
生
物
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
は
、
歴
代
最
高

だ
っ
た
企
画
展
「
Ｕユ

ー

マ
Ｍ
Ａ
と
の
遭
遇
」
の
来

場
者
数
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
す
。
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７
月
10
日
、
東
京
都
文
京
区
の
結
婚
式
場

「
椿ち
ん
ざ
ん
そ
う

山
荘
」
の
開
業
60
周
年
を
記
念
し
、
萩

市
を
は
じ
め
全
国
の
17
自
治
体
の
椿
24
本
が

植
樹
さ
れ
ま
し
た
。２
月
に
開
催
さ
れ
た「
全

国
椿
サ
ミ
ッ
ト
萩
大
会
」
で
呼
び
か
け
た
こ

と
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で
、
庭
園
に
は
全

国
の
自
慢
の
椿
が
並
び
ま
し
た
。

　
「
椿
山
荘
」
は
か
つ
て
、
萩
出
身
の
山
県

有
朋
公
の
別
荘
で
そ
の
名
前
は
、
山
県
公
が

椿
の
咲
く
萩
を
偲
ん
で
名
付
け
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
経
営
は
藤
田
伝
三
郎
翁
を
創
始

者
と
す
る
藤
田
観
光
が
行
っ
て
お
り
、
萩
と

は
大
変
ゆ
か
り
の
深
い
場
所
で
す
。

　

７
月
14
日
、「
む
つ
み
昆
虫
王
国
」
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

む
つ
み
昆
虫
王
国
は
平
成
11
年
に
整
備
さ

れ
、毎
年
１
万
人
近
い
集
客
数
を
誇
り
ま
す
。

近
隣
に
は
、
ひ
ま
わ
り
ロ
ー
ド
や
キ
ャ
ン
プ

場
も
あ
り
多
く
の
家
族
連
れ
等
で
に
ぎ
わ
い

ま
す
。
１
２
２
０
㎡
に
約
５
０
０
匹
の
カ
ブ

ト
ム
シ
が
放
さ
れ
た
か
ぶ
と
虫
ド
ー
ム
（
３

歳
以
上
３
０
０
円
）、
森
林
で
昆
虫
採
集
が

楽
し
め
る
昆
虫
の
森
、
海
外
の
オ
オ
カ
ブ
ト

等
が
展
示
さ
れ
た
ク
ワ
ガ
タ
の
館
が
あ
り
、

カ
ブ
ト
ム
シ
を
見
て
、触
っ
て
楽
し
め
ま
す
。

　

昆
虫
王
国
は
８
月
末
ま
で
の
営
業
で
す
。

昆
虫
王
国
で
夏
を
満
喫

萩
の
椿
を
植
樹「
ふ
る
さ
と
の
椿
植
樹
式
」

　

萩
市
全
域
で
河
川
や
海
岸
を
き
れ
い
に

す
る
「
河
川
海
岸
一
斉
清
掃
等
」
が
７
月

８
日
早
朝
に
実
施
さ
れ
、
市
内
全
域
で
約

１
万
８
９
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
清
掃
活
動
は
、
環
境
美
化
週
間
に
合

わ
せ
て
、
７
月
の
第
２
日
曜
日
に
毎
年
実
施

し
て
い
ま
す
。
約
47
年
前
か
ら
行
わ
れ
、
清

掃
範
囲
は
河
川
・
海
岸
約
55
か
所
、
総
延
長

80
㎞
に
も
お
よ
び
、
市
民
活
動
と
し
て
は
、

日
本
一
の
清
掃
美
化
活
動
と
い
え
ま
す
。

　

小
・
中
学
生
や
、
山
口
福
祉
文
化
大
学
の

学
生
も
参
加
し
、
市
民
あ
げ
て
の
三
世
代
交

流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
な
り
ま
し
た
。　

市
民
一
斉
清
掃
で
き
れ
い
な
萩
に

　

第
24
回
目
と
な
る
山
口
県
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

in
萩
大
会
が
７
月
15
日
、
菊
ヶ
浜
海
水
浴
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
や
中
・
四
国
、

九
州
地
方
か
ら
１
１
５
チ
ー
ム
、
３
７
０
人

の
選
手
が
参
加
し
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
砂
浜

で
、
頂
点
を
目
指
し
激
闘
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

　

部
門
は
一
般
男
子
Ａ
・
Ｂ
、
一
般
女
子
、

少
年
男
子
・
女
子
、
混
合
Ａ
・
Ｂ
の
７
つ
に

分
か
れ
、
市
内
か
ら
も
出
場
チ
ー
ム
が
あ
り

ま
し
た
が
、
優
勝
し
た
の
は
、
い
ず
れ
も
、

宇
部
市
や
山
口
市
、
島
根
県
、
福
岡
県
の
市

外
の
チ
ー
ム
で
し
た
。

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
in
萩
大
会

笠山の「椿小町」を植樹する野村市長 青長谷海岸では 123人が参加
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田
万
川
温
泉
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
す
る
田
万

川
野
営
場
の
駐
車
場
エ
リ
ア
の
一
部
が
、
日

本
Ｒ
Ｖ
協
会
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
公
認
宿

泊
ス
ペ
ー
ス
「
Ｒ
Ｖ
パ
ー
ク
た
ま
が
わ
」
と

し
て
全
国
第
１
号
の
認
定
を
受
け
、
７
月
28

日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

コ
イ
ン
式
電
源
ス
タ
ン
ド
を
設
置
し
、
テ

ン
ト
サ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
駐
車
ス

ペ
ー
ス
（
４
区
画
）
を
整
備
。
有
料
で
ゴ
ミ

処
理
の
引
き
受
け
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
で
き
ま

す
。
周
辺
に
は
、
道
の
駅
や
温
泉
、
海
水
浴

場
も
あ
り
、
安
心
・
快
適
な
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ

カ
ー
泊
を
楽
し
め
ま
す
。

　

７
月
22
日
、
菊
ヶ
浜
で
砂
の
芸
術
祭
が
開

催
さ
れ
、
43
チ
ー
ム
、
約
３
２
０
人
が
砂
像

制
作
に
挑
み
ま
し
た
。
こ
の
日
、海
上
で「
萩

ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
２
０
１
２
」
も
開
催
さ
れ
、

ヨ
ッ
ト
の
色
と
り
ど
り
の
帆
が
並
ん
で
い
ま

し
た
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
作
っ
た

小
学
生
は
、「
熱
い
思
い
が
ロ
ン
ド
ン
の
選

手
に
届
く
と
い
い
な
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

優
勝
▽
フ
リ
ー
の
部 

明
日
は
仕
事
休
み
隊

「
だ
っ
て
辰
年
だ
か
ら
」
▽
中
学
生
の
部 

Ｈ

Ｂ
〈
ほ
た
て
〉「
地
球
の
め
ぐ
み
」
▽
小
学

生
の
部 

シ
ッ
ク
ス
ワ
ン
（
明
倫
小
６
年
生
）

「
夢
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

見
事
な
砂
像
作
品
が
完
成

　

10
月
に
長
崎
県
で
開
催
さ
れ
る
和
牛
の
全

国
品
評
会
「
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」
の
県

の
代
表
牛
の
最
終
選
考
会
が
７
月
19
日
に
山

口
中
央
家
畜
市
場
（
山
口
市
）
で
行
わ
れ
、

「
長
ち
ょ
う

萩
し
ゅ
う

和
牛
」
で
知
ら
れ
る
紫
福
地
区
の
農

事
組
合
法
人 

長
沢
台
生
産
組
合
（
水
津
元も
と

廣ひ
ろ

代
表
）
の
「
紫し

北き
た
う
ら

浦
３
号
」
が
、
肉
質
を

競
う
「
肉
牛
の
部
」
の
代
表
に
選
ば
れ
、
阿

武
萩
管
内
か
ら
初
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

長
沢
台
生
産
組
合
は
、
肉
用
牛
約
４
０
０

頭
の
生
産
を
行
い
、
昨
年
度
も
県
の
品
評
会

で
上
位
入
賞
を
果
た
し
て
お
り
、
全
国
和
牛

共
進
会
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

全
国
品
評
会
に
出
場
決
定
！

紫北浦 3号と長沢台生産組合のみなさん

田
万
川
に
全
国
初
の
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
専
用
駐
車
場

小学生の部優勝「夢のロンドンオリンピック」（明倫小６年生）

　

萩
観
光
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
は
、
維
新
の
志
士

に
扮
し
、萩
城
下
町
や
旧
松
本
村
地
区
等
で
、

観
光
案
内
や
写
真
撮
影
、
土
・
日
曜
日
に
は
、

紙
芝
居
の
披
露
等
の
お
も
て
な
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
、
吉
本
興
業
所
属
で
山
口
県
の
住

み
ま
す
芸
人
「
ど
さ
け
ん
」
さ
ん
が
、
観
光

パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
応
援
隊
長
と
し
て
７
月
25

日
に
任
命
さ
れ
、
今
後
萩
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま

す
。
一
緒
に
お
も
て
な
し
に
取
り
組
む
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
ア
ル
バ
イ
ト
の
観
光
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
（
観
光
課 

２
５
・
３
１
３
９
）。

観
光
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
応
援
隊
長
就
任

観光パフォーマーと左から 2番目がどさけんさん
「笑いで萩の町を盛り上げたい」



市報HAGI●2012（平成24）年８月15日号13

　

７
月
27
日
、「
須
佐
男
命
い
か
祭
り
」
が

須
佐
漁
港
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
平
成
18
年
に
商
標
登
録
し

た
須
佐
産
の
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
「
須
佐 

男
命

い
か
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
や
観
光
振
興
、

都
市
と
の
交
流
の
た
め
に
毎
年
開
催
し
て
い

る
も
の
で
、
須
佐
の
イ
カ
を
求
め
て
市
内
だ

け
で
な
く
周
南
・
防
府
・
山
口
市
の
バ
ス
ツ

ア
ー
な
ど
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

須
佐
漁
港
で
は
、９
月
30
日
ま
で
毎
週
土
・

日
曜
日
（
８
月
18
・
19
日
を
除
く
、
午
前
９

時
30
分
〜
11
時
30
分
）
に
男
命
い
か
の
直
売

市
を
開
催
し
て
い
ま
す
。　

イ
カ
づ
く
し 

須
佐
男み
こ
と命
い
か
祭
り

を
彩
り
ま
し
た
。

　

須
佐
の
花
火
は
、
距
離
が
近
く
間

近
で
見
ら
れ
る
こ
と
と
、
三
方
を
山

に
囲
ま
れ
、
湾
内
に
響
く
打
ち
上
げ

音
で
そ
の
迫
力
は
別
格
で
す
。　

　

こ
の
日
、
花
火
と
並
ぶ
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
須
佐
の

観
光
大
使
を
務
め
る
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ

歌
手
、
き
た
だ
に
ひ
ろ
し
さ
ん
の
ラ

イ
ブ
も
開
催
さ
れ
、
花
火
に
勝
る
力

　

７
月
28
日
、
須
佐
夏
ま
つ
り
を
締
め
く
く

る
恒
例
の
須
佐
湾
大
花
火
大
会
が
須
佐
漁
港

で
開
催
さ
れ
、
５
０
０
０
発
の
花
火
が
夜
空

強
い
歌
声
と
、
き
た
だ
に
さ
ん
も
驚
く
ほ

ど
の
観
客
の
大
合
唱
が
今
年
の
お
ま
つ
り

を
さ
ら
に
熱
く
し
ま
し
た
。

観光大使 きただにひろしさんのライブ

大
迫
力 

き
た
だ
に
ひ
ろ
し
ラ
イ
ブ
、
須
佐
湾
花
火
大
会

　

た
く
さ
ん
の
ひ
ま
わ
り
が
咲
き
そ
ろ
っ
た

伏ふ
す
ま
や
ま

馬
山
山
麓
で
、７
月
28
日
、ひ
ま
わ
り
ロ
ー

ド
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
タ
当
日
、
３
ha
の
ほ
場
に
咲
く

10
万
本
の
ひ
ま
わ
り
は
ほ
ぼ
満
開
で
、
ま
る

で
黄
色
い
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
き
詰
め
た
よ
う

で
し
た
。
ひ
ま
わ
り
を
バ
ッ
ク
に
記
念
写
真

を
撮
る
人
、
ス
ケ
ッ
チ
を
す
る
子
ど
も
た

ち
、
ロ
ー
ド
の
中
を
散
策
す
る
人
等
た
く
さ

ん
の
人
が
む
つ
み
の
夏
の
風
景
を
楽
し
み
ま

し
た
。
初
め
て
訪
れ
た
人
は
、「
一
度
来
て

み
た
か
っ
た
。
こ
ん
な
光
景
は
見
た
こ
と
が

な
い
」
と
し
ば
ら
く
見
と
れ
て
い
ま
し
た
。

満
開　

ひ
ま
わ
り
ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ

前列左から　椿西小 岩崎克
か つ み

海（5年、50m・
100m自由型）、古見佑

ゆ づ き

月（6年、50m自由型）、
山本和

か ず き

紀（6年、50m・100m自由型）、國廣奈
菜子（5年、50m・100m自由型、50mバタフ
ライ）、村谷奈

な る み

瑠美（6年、50m・100m自由型）

全
国
少
年
少
女
水
泳
競
技
大
会

イカの一夜干し販売

（
８
月
４
・
５
日　

静
岡
県
）

【水泳競技】50・100m 自由型
國廣紀

き こ

子（萩高校３年、椿）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

全国大会出場おめでとう

　
　
（
８
月
17
日
〜
20
日　

新
潟
県
）
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「
身
体
は
一
つ
？
当
た
り
前
じ
ゃ
ろ

う
」。
こ
の
タ
イ
ト
ル
に
疑
問
を
お
持
ち

に
な
っ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
で
も

皆
さ
ん
は
「
私
の
身
体
は
一
つ
」
と
い
う

こ
と
を
意
識
し
て
受
診
な
さ
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

◎
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を
受
診
し
て

い
ま
せ
ん
か
？

　

日
本
で
は
、
自
分
の
か
か
り
た
い
病
院

や
診
療
所
を
自
由
に
選
ん
で
受
診
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
薬
局
で
お
薬
を

買
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

こ
こ
で
持
病
を
お
持
ち
の
方
に
質
問
で

す
。「
歯
医
者
さ
ん
に
行
こ
う
と
思
う
け

ど
、
病
院
の
先
生
に
は
言
う
ち
ょ
ら
ん
」

と
か
、「
な
ん
だ
か
水
虫
み
た
い
じ
ゃ
け

ど
、
め
ま
い
の
薬
を
飲
ん
じ
ょ
る
こ
と
は

皮
膚
科
の
先
生
に
は
言
わ
ん
で
え
え
よ

ね
」
と
か
、「
整
形
に
か
か
っ
ち
ょ
る
け

ど
、
風
邪
を
引
い
て
熱
が
出
た
ら
内
科
よ

ね
」
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
病
院
や
診
療
所

に
か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

◎
薬
に
は
飲
み
合
わ
せ
が
あ
り
ま

す
！

　

あ
な
た
が
か
か
っ
て
い
る
お
医
者
さ
ん

や
歯
医
者
さ
ん
、薬
局
の
薬
剤
師
さ
ん
は
、

あ
な
た
が
他
に
ど
ん
な
病
気
を
治
療
し
て

い
る
の
か
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　

水
虫
の
飲
み
薬
は
他
の
薬
と
の
飲
み
合

わ
せ
に
注
意
が
必
要
な
お
薬
で
す
。
痛
み

止
め
と
熱
さ
ま
し
は
同
じ
系
統
の
お
薬
な

の
で
、
一
緒
に
服
用
す
る
の
は
危
険
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

ほ
と
ん
ど
の
薬
は
血
液
の
流
れ
に
乗
っ

て
全
身
を
め
ぐ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
痛

み
止
め
は
痛
い
と
こ
ろ
だ
け
に
集
ま
る
わ

け
で
は
な
い
で
す
し
、
心
臓
の
薬
は
心
臓

以
外
の
と
こ
ろ
に
も
行
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

◎
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
！

　

脳
梗
塞
で
治
療
し
て
い
る
方
を
歯
科
医

院
に
ご
紹
介
し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。「
先

生
、
歯
を
抜
い
た
け
ど
血
が
な
か
な
か
止

ま
ら
ん
か
っ
た
よ
」
と
歯
医
者
さ
ん
か
ら

お
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
血
液
を
固
ま
り

に
く
く
す
る
薬
を
飲
ん
で
い
る
の
を
伝
え

る
の
を
忘
れ
て
い
ま
し
た
。「
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
」。

　

痛
み
止
め
で
胃
か
い
よ
う
が
で
き
た
こ

と
の
あ
る
患
者
さ
ん
が
「
腰
が
痛
い
の
で

整
形
外
科
に
行
き
ま
し
た
。
お
薬
を
も

ら
っ
て
飲
ん
で
い
ま
す
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
処
方
さ
れ
た
薬
を
拝
見
す
る
と
、
胃

か
い
よ
う
の
原
因
に
な
っ
た
痛
み
止
め
と

84

医師：佐
さ く ま

久間 暢
の ぶ お

夫

川上診療所　所長

同
じ
薬
で
し
た
。
す
ぐ
に
整
形
外
科
の
先

生
に
電
話
し
、
そ
の
薬
を
中
止
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

気
管
支
ぜ
ん
そ
く
を
治
療
中
の
患
者
さ

ん
。
緑
内
障
の
目
薬
を
さ
し
た
と
こ
ろ
、

ゼ
ー
ゼ
ー
が
出
ま
し
た
。
目
か
ら
鼻
に
流

れ
た
目
薬
で
ぜ
ん
そ
く
発
作
が
起
き
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。眼
科
の
先
生
に
連
絡
し
、

目
薬
を
変
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

前
立
腺
肥
大
症
で
治
療
し
て
い
る
方
。

風
邪
薬
を
飲
ん
だ
ら
、
お
し
っ
こ
が
出
に

く
く
な
り
、
お
な
か
が
痛
く
な
っ
て
救
急

病
院
を
受
診
さ
れ
ま
し
た
。

◎
か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ

う
！

　

こ
こ
ま
で
読
ん
で
不
安
に
な
っ
た
方
、

是
非
か
か
り
つ
け
の
先
生
に
ご
相
談
な

さ
っ
て
く
だ
さ
い
。「
お
薬
手
帳
」
も
忘

れ
ず
に
持
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
治
療
に

必
要
な
お
薬
で
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
素
人
判

断
を
な
さ
い
ま
せ
ん
よ
う
に
。
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 　国の地域雇用創造推進事業を活用し、平成 24 年１月
から、地域の雇用拡大や求職者の人材育成を目的とした

「萩の木になるモノづくりプロジェクト」を実施してい
ます。
　平成 23 年度に６セミナーと地元企業就職相談会を開
催し、のべ 191 人の参加があり、26 人の新たな雇用が
生まれました。

雇用創出に向けた
人材育成セミナーを開催

萩の木になる
モノづくり
プロジェクト

講座 とき ところ 講師 内容 定員

萩ブランド戦略セ
ミナー（全８回）　

8/28（火）、8/30 (木）
9/７（金）、9/12（水）
11/13（火）、11/27（火）
12/11（火）、3/5（火）
午後1時30分〜4時30分

サンラ
イフ萩
ほか

西
に し い

居豊（合同会社五
穀豊穣代表）
舘
だて

博
ひ ろ や

哉（じゃらんリ
サーチセンター）

地場の農業・畜産を中心とした食
と関連付けた新たな商品開発をワ
ークショップ形式で実施します。

30 人

ＰＲ・マーケティ
ング研修（全８回）

9/6（木）、9/11(火）
10/25（木）、11/13（火）
11/15（木）、11/27（火）
12/11（火）、3/12（火）
午後6時30分〜9時30分

サンラ
イフ萩

松岡未季、舘博哉（じ
ゃらんリサーチセン
ター）、滝川徹（リク
ルートメディアコミ
ュニケーションズ）

既存商品の効果的なＰＲ・マーケ
ティング手法をワークショップ形
式で学び、商品のブラッシュアッ
プ、販路の拡大を図ります。

30 人

企画力や経営体質の強化につながる研修機会を提供して、事業の拡大や安定による
雇用の創出を目指します。（事業主対象）

１ 雇用拡大メニュー

　雇用機会の創出と地域の更なる振興に向け、平成 24
年度も様々なセミナーを開催しますので、スキルアップ
にご活用ください。
■受講料　無料
■主催　萩の木になるモノづくり協議会（11 団体）　
■申し込み　講座開催日の 1 週間前までに、商工課　

（２５・３５８３）へ
※応募多数の場合は、求職者を優先します。

講座 とき ところ 内容

地元就職相談会 9/15（土）午後1時〜4時 市民館 地元社会福祉法人等による就職相談会を開催します。

研修や講習等の情報提供やUＪＩターン説明会、就職セミナー等を開催し、事業
主と求職者のマッチングの場を提供します。（求職者対象）

３ 就職促進メニュー

講座 とき ところ 講師 内容 定員

萩の花と食のセ
ミナー〜椿油の
活用術を学ぶ〜
（いずれか1回）

9/24（月）
9/25（火）

午後2時〜5時

市民館
ほか

楠
く す む れ

牟禮勲
つとむ

（サン精機
代表取締役社長）、
林幹夫（イタリアン
レストラン＆バー

「アッカ」オーナー）

新しい萩の産業として期待されて
いる「椿」から搾油できる「油」
について、機能性や効能などを学
ぶと同時に、椿油を活用した調理
実習を実施します。

30 人
午後1時〜5時

11/20（火） 
11/21（水）

午後2時〜5時
午後1時〜5時

ホームページ・
ブログ達人セミ
ナー
（いずれか1回）

9/5（水）
9/6（木）

午後1時30分
〜4時30分

山口福
祉文化
大学

山本祐
ゆ う じ

司
（じゃらんリサーチ
センター）

地域での重要な販促手段となって
いるホームページ、ブログ、ツイ
ッター。実際の取り組み事例の紹
介や簡単な作成を実践しながら、
有効活用できる技法を学びます（初
心者向け）。

25 人
午前9時30分
〜午後0時30分

9/18（火）
9/19（水）

午後1時30分
〜4時30分

午前9時30分
〜午後0時30分

萩の食の商品デ
ザイン力育成セ
ミナー（全２回）

9/3（月）
午後1時〜5時 市民館

白
は く た

田典子
（良品工房代表取締
役）

製品コンセプト、技術、品質、サ
ービス等の要素を視覚的に訴える
デザインやパッケージングについ
て、販売現場での実体験を元にし
たポイントを学びます。

30 人
9/4（火）

接遇セミナー
（全３回）
　　

9/6（木）
午前10時

〜午後1時 市民館
稲
い な り や ま

荷山健
た け お

生
（じゃらんリサーチ
センター）

観光・宿泊・旅行マーケットの現
状を把握し、振り返りながら、「萩」
の新しい食とおもてなし策につい
てワークショップ形式で学びます。

30 人9/20 （木）
12/6（木）

ビジネスに共通して必要な提案能力、分析能力、接客能力などのスキルアップを目
指します。また「食と農水産分野」「モノづくり分野」「観光分野」の３つの地域重
点分野を設定し、地域資源の有効活用ができる人材を育成します。

（求職者対象）
２ 人材育成メニュー

■萩の次世代担い手育成セミナー
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ポ
ー
タ
ブ
ル
ミ
シ
ン
、ワ
ゴ
ン
、チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
、原
動
機
付
自
転
車
、

子
ど
も
用
自
転
車
、
扇
風
機

◆
登
録
は
３
か
月
間
。
登
録
者
と
直

接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
希
望

者
は
、
エ
コ
プ
ラ
ザ
･
萩
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
成
立
し
た
場
合
や
登
録

を
取
り
消
さ
れ
る
場
合
も
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◎
休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
毎
月
第

２
木
曜
日

エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
情
報
（
２
４
・
５ゴ

ミ
ゼ
ロ
ゼ
ロ

３
０
０
）

○
不
用
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す

エ
レ
ク
ト
ー
ン
、
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
、

食
卓
台
・
イ
ス
セ
ッ
ト
（
６
〜
８
人

用
）、
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
、
オ
ー
デ
ィ

オ
ア
ン
プ
、
シ
ル
バ
ー
カ
ー
、
五
月

人
形
、
掃
除
機
（
大
、
中
、
小
）

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

こ
い
の
ぼ
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

ス
テ
ィ
ッ
ク
、
ひ
な
人
形
、
和
服
、

難
聴
児
の
補
聴
器
購
入
費

等
を
補
助
し
ま
す

　

市
で
は
、
軽
度
・
中
等
度
難
聴

児
の
言
語
能
力
の
健
全
な
発
達
を

支
援
す
る
た
め
、
障
害
者
自
立
支

援
法
の
補
装
具
費
支
給
制
度
の
補

完
的
措
置
と
し
て
、
山
口
県
が
創

設
す
る
補
聴
器
購
入
費
等
の
助
成

制
度
と
と
も
に
、
８
月
か
ら
新
た

に
補
聴
器
を
購
入
す
る
経
費
等
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
者（
次
の
す
べ
て
に
該
当
）

◦
市
内
在
住
の
18
歳
未
満
の
児
童

◦
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象

者
で
な
い
こ
と

◦
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
原
則
30

デ
シ
ベ
ル
以
上
70
デ
シ
ベ
ル
未
満

■
所
得
要
件　

市
民
税
所
得
割
額

が
46
万
円
以
上
の
方
が
い
る
世
帯

を
除
く

■
助
成
範
囲　

購
入
経
費
、耐
用

年
数
経
過
後
の
更
新
経
費
、修
理
費

■
助
成
額　

医
師
意
見
書
に
よ
り

指
定
さ
れ
た
機
種
に
つ
い
て
、
基

準
額
の
３
分
の
２
を
助
成
、
残
り

３
分
の
１
は
自
己
負
担

■
申
請
方
法　

高
齢
・
障
が
い
課

備
え
付
け
の
交
付
申
請
書
に
、
医

師
の
意
見
書
、
補
聴
器
販
売
業
者

が
作
成
し
た
見
積
書
を
備
え
て
提

出
。
購
入
前
の
事
前
申
請
が
必
要

問
い
合
わ
せ

高
齢
・
障
が
い
支
援
課

（
２
５
・
３
５
２
３
）

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
紹
介

　

担
当
者
が
不
在
で
あ
っ
た
地
区

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
決
ま

り
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
25
年
11

月
ま
で
で
す
。

　

生
活
に
困
っ
て
い
る
方
や
母

子
・
寡
婦
・
父
子
・
高
齢
者
・
障

が
い（
児
）者
・
児
童
の
こ
と
な
ど
、

行
政
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
社

会
福
祉
全
般
に
つ
い
て
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。
相
談
内
容
に
つ
い
て

の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
葊
田
美
智
子（
担
当
地
区
：
越
ヶ

浜
１
区
・
２
区
）２
５
・
０
９
０
５

問
い
合
わ
せ

福
祉
政
策
課
（
２
５
・
３
５
５
０
）

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
所

得
状
況
届
の
提
出
を
忘
れ

ず
に

　

現
在
、
児
童
扶
養
手
当
と
特
別

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
は
、
８
月
に
現
況
届
ま
た
は

所
得
状
況
届
の
提
出
が
必
要
で

す
。
該
当
者
に
は
現
況
届
ま
た
は

所
得
状
況
届
を
８
月
上
旬
に
送
付

し
ま
す
の
で
、
期
限
内
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
期
限
内
に

提
出
さ
れ
な
い
場
合
、
12
月
期
の

支
払
い
が
遅
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
両
手
当
と
も
、
平
成
24
年
１
月

２
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、

前
住
所
地
で
の
所
得
証
明
書
が
必

要
で
す
。

○
児
童
扶
養
手
当
現
況
届　

■
必
要
書
類　

証
書
、
印
鑑
、
養

育
費
等
に
関
す
る
申
告
書

■
提
出
期
限　

８
月
31
日

■
提
出
先　

本
庁
市
民
総
合
窓

口
、
各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部

門
、
支
所
・
出
張
所

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課（

２
５
・
３
５
３
６
）

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
所
得
状

況
届

■
必
要
書
類　

証
書
、
印
鑑
、
身

体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

■
提
出
期
限　

９
月
７
日

■
提
出
先　

高
齢
・
障
が
い
支
援

課
障
が
い
福
祉
係
、
各
総
合
事
務

所
市
民
窓
口
部
門
、
支
所
・
出
張

所
問
い
合
わ
せ

高
齢
・
障
が
い
支
援
課

（
２
５
・
３
５
２
３
）

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
要

件
の
追
加

　

平
成
24
年
８
月
１
日
か
ら
、
児

童
扶
養
手
当
の
支
給
要
件
に
、「
配

偶
者
か
ら
の
暴
力
（
D
Ｖ
）
で
裁

判
所
か
ら
の
保
護
命
令
が
出
さ
れ
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た
場
合
」
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

追
加
さ
れ
た
支
給
要
件
に
該
当

す
る
子
ど
も
を
監
護
・
養
育
さ
れ

て
い
る
父
、
母
ま
た
は
養
育
者
の

方
は
、
受
給
す
る
た
め
に
は
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
８
月

中
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
追
加
さ
れ
た
支
給
要
件　

父
ま

た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
D
Ｖ
に

よ
る
保
護
命
令
を
受
け
た
18
歳
の

年
度
末
ま
で
の
子
ど
も

■
支
給
月
額　

１
人
目
９
７
８
０

円
〜
４
万
１
４
３
０
円
（
所
得

額
に
応
じ
る
）、
２
人
目
加
算
額

５
０
０
０
円
、
３
人
目
以
降
加
算

額
３
０
０
０
円

■
必
要
書
類　

印
鑑
、年
金
手
帳
、

保
護
命
令
決
定
通
知
書
、
戸
籍
謄

本
等

■
提
出
先　

本
庁
市
民
総
合
窓

口
、
各
総
合
事
務
所
市
民
窓
口
部

門
、
支
所
・
出
張
所

※
８
月
中
に
申
請
さ
れ
た
場
合

は
、
８
月
分
か
ら
支
給
対
象
に
な

り
ま
す
。そ
れ
以
降
に
つ
い
て
は
、

申
請
月
の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
に

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課（

２
５
・
３
５
３
６
）

給
排
水
の
指
定
工
事
事
業

者
の
追
加

◦
岡
部
（
山
口
市
）

（
０
８
３
・
９
２
４
・
６
３
３
３
）

◦
福
永
配
管
所
（
山
口
市
）

（
０
８
３
・
９
２
２
・
３
８
６
７
）

　

水
道
工
事
や
排
水
設
備
工
事

は
、
必
ず
市
の
指
定
業
者
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

水
道
工
務
課
（
２
５
・
３
３
９
２
）

下
水
道
建
設
課（

２
５
・
４
６
５
１
）

県
立
農
大
生
へ
の
就
農
支

援
奨
学
金

　

市
で
は
、
地
域
農
業
の
担
い
手

を
確
保
す
る
た
め
、
将
来
萩
市
で

就
農
を
目
指
す
山
口
県
立
農
業
大

学
生
に
奨
学
金
を
給
付
し
て
い
ま

す
。

　

県
立
農
業
大
学
校
の
学
生
募
集

が
９
月
14
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

奨
学
金
の
募
集
は
、
平
成
25
年
の

３
月
下
旬
頃
の
予
定
で
す
。

■
給
付
条
件　

学
校
を
卒
業
後
直

ち
に
萩
市
に
生
活
の
本
拠
地
を
置

き
、
５
年
以
上
市
内
で
就
農
す
る

こ
と

※
た
だ
し
４
年
制
農
業
大
学
等
へ

の
進
学
、
他
市
の
農
業
法
人
の
研

修
等
将
来
の
就
農
に
備
え
る
期
間

と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
５
年
を
限

度
に
猶
予
し
ま
す
。

■
給
付
期
間　

山
口
県
立
農
業
大

学
校
に
在
学
す
る
期
間
（
２
年
を

限
度
）

■
給
付
額　

年
額
30
万
円

問
い
合
わ
せ

農
政
課
（
２
５
・
４
１
９
２
）

○
山
口
県
立
農
業
大
学
校
学
生
募

集　
　

山
口
県
立
農
業
大
学
校
は
、
全

寮
制
の
も
と
で
、
地
域
農
業
の
担

い
手
や
地
域
農
業
の
指
導
者
を
２

年
間
の
実
践
学
修
で
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
に
し
た
専
修
学
校
で

す
。
平
成
25
年
４
月
入
校
の
学
生

を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
定
員

園
芸
学
科
25
人
（
野
菜
経
営
コ
ー

ス
、
花
き
経
営
コ
ー
ス
、
果
樹
経

営
コ
ー
ス
）、畜
産
学
科
15
人
（
酪

農
経
営
コ
ー
ス
、
肉
用
牛
経
営

コ
ー
ス
）

■
修
業
年
数　

２
年

■
受
験
資
格　

高
等
学
校
ま
た
は

中
等
教
育
学
校
を
卒
業（
見
込
み
）

し
た
者
、
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以

上
の
学
力
を
有
す
る
と
知
事
が
認

め
た
者

■
願
書
受
付
期
間

○
推
薦
入
試
：
９
月
14
日
〜
28
日

○
一
般
入
試
：
１
次
募
集
11
月
２

日
〜
16
日
、
２
次
募
集
１
月
７
日

〜
２
月
１
日

■
入
学
試
験
日
程

○
推
薦
入
試
：
10
月
22
日

○
一
般
入
試
：
１
次
募
集
12
月
５

日
、
２
次
募
集
２
月
20
日

■
試
験
会
場　

県
立
農
業
大
学
校

（
防
府
市
牟
礼
３
１
８
）

問
い
合
わ
せ

山
口
県
萩
農
林
事
務
所
農
業
部

（
２
５
・
０
１
５
８
）、
畜
産
部

（
２
２
・
５
６
７
７
）

協
会
け
ん
ぽ
出
張
窓
口
の

廃
止

　

10
月
か
ら
、
山
口
お
よ
び
萩
年

金
事
務
所
内
の
協
会
け
ん
ぽ
の
出

張
相
談
窓
口
が
廃
止
に
な
り
ま

す
。
10
月
以
降
の
申
請
は
協
会
け

ん
ぽ
ま
で
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

　

加
入
者
の
皆
様
に
は
、
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
住
所
】
〒
７
５
４
‐
０
０
０
２

山
口
市
小
郡
下
郷
３
１
２
‐
２
山

本
ビ
ル
第
３

問
い
合
わ
せ

協
会
け
ん
ぽ
山
口
支
部

（
０
８
３
・
９
７
４
・
０
５
３
０
）

日 開 議 日　程
５日（水） 10：00 会期の決定、諸報告、議案上程

６日（木） 10：00 議案質疑、一般会計決算審査特
別委員会の設置、委員会付託

10日（月）～
12日（水） 10：00 一般質問

13日（木）
14日（金） 10：00 一般会計決算審査特別委員会

18日（火）10：00
13：30 各特別委員会

19日（水）
20日（木）10：00 各常任委員会

24日（月）14：00 委員長報告・質疑・討論・表決

■と　き　９月５日（水）〜24日（月）
■ところ　萩市議会議場

※議会は傍聴することができます。
※日程は変更になることがあります。

問い合わせ　議会事務局（２５・３１４４）

萩 市 議 会 ９ 月 定 例 会
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市
報
８
月
１
日
号（
10
ペ
ー
ジ
）

の
内
容
に
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
お
詫
び
の
う
え
訂
正
し

ま
す
。　

（
正
）
平
原
台
の
山
田
フ
ル
ー
ツ

フ
ァ
ー
ム
で
ぶ
ど
う
収
穫
体
験

問
い
合
わ
せ

福
栄
総
合
事
務
所

（
５
２
・
０
１
２
１
）

萩
公
共
サ
ー
ビ
ス
㈱
社
員

■
募
集
人
員　

１
人

■
勤
務
内
容　

主
に
経
理
事
務

■
応
募
資
格　

昭
和
47
年
10
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
簿
記

１
級
の
資
格
を
有
し
、
エ
ク
セ
ル

を
使
用
で
き
る
方

■
勤
務
場
所　

萩
公
共
サ
ー
ビ
ス

本
社
（
土
原
）

■
勤
務
日　

週
５
日
制

※
休
日
は
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
（
12
月
29
日
〜
１
月
３

日
の
６
日
間
）

■
勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
30
分
（
休
憩
１
時
間
、

残
業
あ
り
）

■
給
与　

経
験
、
資
格
等
を
考
慮

し
社
内
規
定
に
よ
り
決
定

■
採
用
予
定
日　

10
月
１
日

地
籍
調
査
実
施
地
区
（
椿

東
）
の
登
記
が
完
了

　

市
で
は
、
市
民
の
貴
重
な
財
産

で
あ
る
土
地
を
調
査
す
る
「
地
籍

調
査
」
を
計
画
的
に
進
め
て
い
ま

す
。平
成
21
年
度
に
地
籍
調
査（
一

筆
地
調
査
）
を
行
っ
た
区
域
の
登

記
が
完
了
し
ま
し
た
。

■
完
了
地
区　

鳥と
り
ご
え越
、
中
の
倉
、

椎
原

■
地
籍
調
査
と
は

　
「
地
籍
」
と
は
、
法
務
局
の
土

地
登
記
簿
と
備
付
地
図
に
記
録
さ

れ
て
い
る
、
地
番
・
地
目
・
面
積
・

所
有
者
の
こ
と
で
す
。
実
際
の
土

地
と
記
録
が
異
な
る
場
合
が
あ
る

た
め
、
地
籍
調
査
に
よ
り
、
新
し

い
正
確
な
地
図
・
記
録
（
地
籍
図
・

地
籍
簿
）
を
作
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

用
地
課
（
２
５
・
９
７
９
０
）

就
業
構
造
基
本
調
査
準
備

調
査
に
ご
協
力
を

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
１

日
現
在
で
就
業
構
造
基
本
調
査
を

実
施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
国

民
の
就
業
・
不
就
業
の
実
態
を
明

ら
か
に
し
、
雇
用
・
経
済
政
策
な

ど
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
得
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
重
要
な
統
計
調

査
で
す
。

　

準
備
調
査
の
た
め
、
８
月
下
旬

か
ら
、
統
計
調
査
員
が
対
象
地
域

の
お
宅
に
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
準

備
調
査
終
了
後
、
調
査
対
象
世
帯

を
抽
出
し
、
９
月
下
旬
か
ら
調
査

票
の
配
布
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
地
域
（
24
調
査
区
）

　

江
向
２
区
の
２
、
江
向
４
区
の

２
、
北
古
萩
町
１
区
の
３
、
西
田

町
の
１
、
雑
式
町
、
平
安
古
西
区

の
２
、
堀
内
２
区
の
４
、
鶴
江
２

区
の
１
、鶴
江
２
区
の
２
、無
田
ヶ

原
の
２
、
上
野
の
２
、
青
海
、
玉

江
１
区
の
１
、玉
江
浦
２
区
の
３
、

後
小
畑
の
１
、越
ヶ
浜
４
区
の
１
、

三
見
浦
３
、見
島
３
区
、湊
、浦
中
、

松
原
、
前
地
、
弥
富
３
区
、
別
所
、

榎
屋（
各
行
政
区
の
一
部
も
含
む
）

■
準
備
調
査
の
内
容

◦
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

◦
抽
出
単
位
名
簿
作
成
の
た
め
、

世
帯
主
氏
名
・
所
在
地
の
確
認

問
い
合
わ
せ

企
画
課
（
２
５
・
３
６
９
０
）

松
下
村
塾
開
塾
１
７
０
年

記
念
切
手
の
発
行

　

松
下
村
塾
開
塾
１
７
０
年
を
記

念
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム

切
手
と
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
レ
ー
ム
切

手
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

　

切
手
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
初
代
主

宰
者 

玉
木
文
之
進
を
は
じ
め
吉
田

松
陰
先
生
、
高
杉
晋
作
、
久
坂
玄

瑞
な
ど
、
明
治
維
新
の
原
動
力
と

な
り
多
く
の
門
下
生
を
輩
出
し
た

松
下
村
塾
を
題
材
と
し
て
い
ま
す
。

○
オ
リ
ジ
ナ
ル
フ
レ
ー
ム
切
手

■
販
売
期
間　

11
月
２
日
ま
で

■
価
格　

１
２
０
０
円
（
80
円
×

10
枚
）

■
販
売
所　

市
内
の
郵
便
局
ほ
か

問
い
合
わ
せ　

萩
松
陰
神
社
前
郵
便
局（
２
２
・
５

７
０
０
）

○
プ
レ
ミ
ア
ム
フ
レ
ー
ム
切
手

　

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
と
限
定
記
念

台
紙
が
付
い
て
い
ま
す
。

■
販
売
期
間　

限
定
５
０
０
セ
ッ

ト
完
売
ま
で

■
価
格　

１
７
０
０
円
（
通
信
販

売
の
場
合
は
２
０
０
０
円
）

■
販
売
所　

至
誠
館（
松
陰
神
社
）

問
い
合
わ
せ

松
陰
神
社
（
２
２
・
４
６
４
３
）

訂
正　

と
っ
て
お
き
の
福
栄
探
訪

ツ
ア
ー
開
催
内
容

■
選
考
方
法　

別
途
応
募
者
に
通

知■
応
募
方
法　

８
月
31
日
ま
で

に
、市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

を
郵
送
ま
た
は
持
参

申
し
込
み　

〒
７
５
８
‐
０
０
２
５　

萩
市
土

原
５
３
３
‐
１　

萩
公
共
サ
ー
ビ

ス
（
０
９
０
・
６
８
４
５
・
４
９
１

２
）
井
町

萩
市
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
行
事

○
あ
ゆ
の
つ
か
み
ど
り

■
と
き　

９
月
５
日
（
水
）
午
前

11
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

日
の
丸
保
育
園

■
内
容　

プ
ー
ル
お
さ
め
、
あ
ゆ

の
つ
か
み
ど
り

■
対
象
者　

未
就
園
児
と
保
護
者

■
参
加
料　

無
料

申
し
込
み

８
月
29
日
ま
で
に
、
日
の
丸
保
育

園
内
萩
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
２
５
・
４
４
８
８
）
へ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

　

よ
い
姿
勢
や
美
し
い
歩
き

方
、
身
体
に
負
担
の
か
か
ら
な

い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム
や
マ

ナ
ー
を
身
に
つ
け
て
、
お
気
に
入
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り
の
コ
ー
ス
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

　

山
口
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
専

門
講
師
、
公
認
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
指

導
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■
と
き　

９
月
10
日
、
24
日
、
10

月
15
日
、
29
日
、
11
月
５
日
、
26

日
午
前
９
時
〜
正
午
、
12
月
10
日

午
前
９
時
〜
午
後
２
時
（
各
月
曜

日
、
全
７
回
）

■
と
こ
ろ　

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

（
堀
内
）
ほ
か

■
対
象
者　

18
歳
以
上
の
方

■
参
加
料　

３
０
０
０
円
（
受
講

料
）、
そ
の
他
資
料
代
、
昼
食
代
、

交
流
会
費
等
７
０
０
０
円

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法　

８
月
31
日
ま
で

に
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
住
所
、

電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
経

験
の
有
無
を
記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
メ
ー
ル

主
催
・
申
し
込
み

萩
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス（
２
１
・
７
５

０
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
１
・
７
６
６
６
、

メ
ー
ルsem

inarhouse@
npom

achihaku.com

）

「
萩
市
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン

ク
ー
ル
」・「
萩
市
ま
ち
の

緑
賞
」

○
萩
市
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

■
部
門

①
個
人
の
部
＝
個
人
で
管
理
さ
れ

て
い
る
花
壇

②
地
域
・
職
域
団
体
の
部
＝
各
地

域
や
事
業
所
等
で
管
理
さ
れ
て
い

る
花
壇

③
学
校
花
壇
の
部
＝
学
校
で
管
理

さ
れ
て
い
る
花
壇

※
い
ず
れ
も
、
合
計
面
積
20
㎡
以

上
の
花
壇
が
対
象
で
す
。

④
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
・
プ
ラ
ン
タ
ー

部
門
＝
住
宅
敷
地
、
事
業
所
敷
地

等
の
沿
道
の
塀
、
壁
、
庭
、
バ
ル

コ
ニ
ー
、
テ
ラ
ス
（
20
㎡
未
満
の

小
規
模
な
花
壇
）
な
ど

■
審
査
基
準　

管
理
状
態
、
花
壇

（
ポ
ッ
ト
）の
美
し
さ
、育
成
状
況
、

花
壇
づ
く
り
の
創
意
工
夫
な
ど

■
審
査
日　

９
月
21
日
（
金
）

（
島
し
ょ
部
、
萩
地
域
以
外
の
学

校
は
18
〜
20
日
）

○
萩
市
ま
ち
の
緑
賞

■
応
募
対
象　

公
道
に
面
し
、
生

け
垣
や
樹
木
・
花
木
に
よ
り
美
し

い
景
観
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
場
所

■
審
査
日　

９
月
28
日
（
金
）

■
応
募
方
法　

９
月
10
日
ま
で

に
、
都
市
計
画
課
、
各
総
合
事
務

所
地
域
振
興
部
門
備
え
付
け
の
応

募
用
紙
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
、住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
（
萩
市
ま
ち
の

緑
賞
は
樹
種
・
所
有
者
・
所
在
地
）

を
記
入
し
、郵
送
ま
た
は
持
参（
Ｆ

Ａ
Ｘ
不
可
）

※
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
（
他

薦
の
場
合
は
、
所
有
者
の
承
諾
を

得
て
下
さ
い
）。

■
主
催　

萩
市
花
と
緑
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
都

市
計
画
課
（
２
５
・
３
６
４
４
）

萩
・
竹た

け
と
う
ろ

灯
路
物
語　

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

　

萩
・
竹
灯
路
物
語
は
毎
年
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
協

力
に
よ
り
運
営
し
て
い
ま
す
。

■
と
き　

10
月
５
日
（
金
）
〜
７

日
（
日
）

■
と
こ
ろ　

萩
城
城
下
町
周
辺
ほ
か

■
内
容　

イ
ベ
ン
ト
の
準
備
、
当

日
の
運
営
協
力

■
申
込
方
法　

観
光
課
備
え
付
け

の
登
録
用
紙
（
萩
市
観
光
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
を
提
出

■
主
催　

萩
・
竹
灯
路
物
語
実
行

委
員
会

申
し
込
み

観
光
課
（
２
５
・
３
１
３
９
）

　

月
２
回
の
収
集
で
集
め
ら
れ
た

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
指

定
袋
は
、
エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
（
第

２
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）
で
、

人
の
手
に
よ
り
選
別
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

最
近
、
危
険
物
や
食
べ
物
の
食

べ
残
し
が
多
く
混
入
さ
れ
て
い
ま

す
。
作
業
員
の
安
全
確
保
や
処
理

時
間
の
増
大
な
ど
運
営
が
困
難
な

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル

を
守
っ
て
分
別
の
徹
底
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
混
入
し
て
い
た
不
適
合
物
、分
別

ニ
弁
当 

➡ 

生
ご
み
は
「
燃
や
せ

る
ご
み
」、
弁
当
容
器
は
十
分
水

洗
し
て
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
」
へ

◦
ビ
ニ
ー
ル
紐
、
ス
ト
ロ
ー 

➡

「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
へ　
　
　

◦
ス
ト
ッ
キ
ン
グ 

➡
「
燃
や
せ

る
ご
み
」
へ

◦
注
射
器 

➡ 

市
で
は
収
集
し
て

い
ま
せ
ん
。
か
か
り
つ
け
の
医
療

機
関
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課（
２
５
・
３
１
４
６
）、

各
総
合
事
務
所

を
間
違
い
や
す
い
も
の
】

◦
安
全
カ
ミ
ソ
リ
・
カ
ッ

タ
ー
等
の
刃
物
類 

➡ 

刃

を
ガ
ム
テ
ー
プ
ま
た
は
紙

類
等
で
保
護
し
て
「
燃
や

せ
な
い
ご
み
」
へ

◦
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー 

➡ 

中
身
を
使
い
切
っ
て

「
有
害
ご
み
」
へ

◦
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル 

➡ 

資

源
ご
み
の
日
に
「
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
」
の
コ
ン
テ
ナ
へ

◦
中
身
の
残
っ
た
コ
ン
ビ

混入していた不適合物
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県
営
住
宅
入
居
者

■
入
居
時
期　

10
月
下
旬（
予
定
）

■
応
募
資
格　

①
現
に
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
（
内
縁
関
係
に
あ
る

方
お
よ
び
婚
約
者
を
含
む
）
が
あ

る
こ
と

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
こ
と

③
法
で
定
め
る
収
入
基
準
に
該
当

し
て
い
る
こ
と

④
申
込
者
、
同
居
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
、
暴
力
団
員

で
な
い
こ
と

■
受
付
期
間　

８
月
20
日
〜
31
日

（
消
印
有
効
）

■
申
込
方
法　

山
口
県
施
設
管
理

財
団
山
口
支
所
、
萩
立
寄
所
（
萩

総
合
庁
舎
）、
市
の
建
築
課
備
え

付
け
の
申
込
書
を
山
口
県
施
設
管

理
財
団
山
口
支
所
へ
郵
送

申
し
込
み

山
口
県
施
設
管
理
財
団
山
口
支
所

（
０
８
３
・
９
３
４
・
２
０
０
４
）

全
国
健
康
福
祉
祭
（
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
）
山
口
大
会

の
テ
ー
マ

　

全
国
健
康
福
祉
祭
は
、
60
歳
以

上
の
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
健
康

と
福
祉
の
祭
典
で
、
平
成
27
年
に

第
28
回
大
会
を
山
口
県
で
開
催

し
、大
会
テ
ー
マ
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
テ
ー
マ　

ふ
れ
あ
い
と
活

力
の
あ
る
長
寿
社
会
づ
く
り
に
ふ

さ
わ
し
い
も
の
で
、「
山
口
ら
し

さ
」
を
表
現
し
て
い
る
も
の

※
各
１
回
の
応
募
に
つ
き
１
点
、

応
募
回
数
の
制
限
な
し
。

■
応
募
期
限　

８
月
31
日

■
表
彰　

最
優
秀
賞
１
点
（
賞
金

３
万
円
、
２
万
円
相
当
の
県
産
農

水
産
物
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
）、

優
秀
賞
２
点
（
１
万
円
相
当
の
山

口
県
産
農
水
産
物
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ

ト
）、
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で

10
人
に
３
０
０
０
円
相
当
の
山
口

県
産
農
水
産
物
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト

※
賞
金
は
、
入
賞
者
が
高
校
生
以

下
の
場
合
、
賞
金
相
当
額
の
図
書

カ
ー
ド
と
し
ま
す
。　

主
催
・
申
し
込
み

山
口
県
健
康
福
祉
部
長
寿
社
会
課

（
０
８
３
・９
３
３
・２
７
８
８
、Ｆ

Ａ
Ｘ
０
８
３
・９
３
３
・２
８
０
９
）

慢
性
腎
臓
病
市
民
公
開
講

座■
と
き　

９
月
２
日
（
日
）
午
後

１
時
〜
３
時

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
演
題
「
あ
な
た
の
腎
臓
大
丈

夫
！
」

■
講
師　

辻
川
浩
明
（
山
口
赤
十

字
病
院
腎
臓
内
科
医
）、
有
村
美

枝
（
同
病
院
管
理
栄
養
士
）

■
内
容　

専
門
医
師
と
管
理
栄
養

士
に
よ
る
慢
性
腎
臓
病
の
早
期
発

見
と
予
防
周
知
の
た
め
の
講
演
と

食
事
指
導

■
入
場
料　

無
料

■
定
員　

２
０
０
人

主
催
・
問
い
合
わ
せ

山
口
県
腎
友
会
事
務
局

（
０
８
３
・
９
２
１
・
６
２
２
２
）

萩
お
も
し
ろ
雑
学
セ
ミ
ナ
ー

（
８・９
月
）移
動
セ
ミ
ナ
ー

―
光
線
画
の
時
代
―

青
せいじちょうかぼたん

磁貼花牡丹唐
からくさもんふかばち

草文深鉢
重要文化財

南宋時代末期〜元時代

とき ところ 演　題 講　師
８月22日（水）
午後１時30～３時 大井公民館 後見人・遺言・相続につ

いて 松田謙太郎（公証人）

８月23日（木）
午前9時30分〜11時30分 川上公民館 川柳を楽しもう 大場洋

ひろし

（萩川柳会会長）

８月24日（金）
午前９時30分〜正午 佐々並公民館 そば打ち体験 奥山明（弥富亀しゃん

倶楽部）
８月27日（月）
午前9時30分〜11時 小川公民館 笑って得する内蔵脂肪

をためない10個の習慣
同
どうみち

道正
まさゆき

行（京都医療セ
ンター研究員）

９月7日（金）
午後7時30分〜９時 三見公民館 映画ってこんなにおも

しろい 高雄一
かずひさ

寿（歯科医）

県営住
宅名

   募集　
区分

募集
戸数

単身
入居 間取り 家賃 駐車場

使用料

無田ヶ原 一般・優先 ２ × 3DK 20,900
～41,000円 800円

東萩 一般 １ × 3DK 16,300
～32,000円 900円

中津江 一般・優先 ２ × 3LDK 26,300
～53,000円 500円

中津江 一般・優先 ２ ○ ２DK 19,700
～39,600円 500円

☎
２
４
・
２
４
０
０

日
本
人
が
愛
し
た
中
国
陶
磁

８
月
26
日（
日
）ま
で

　

中
国
浙せ
っ
こ
う
し
ょ
う

江
省
の
西
南
部
に
位

置
す
る
龍
泉
窯
で
焼
か
れ
た
青
磁

は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に

か
け
て
莫
大
な
量
が
日
本
に
輸
入

さ
れ
国
宝
や
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
作
品
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

■
観
覧
料　

一
般
１
０
０
０
円
、

70
歳
以
上
・
学
生
８
０
０
円

■
休
館
日　

月
曜
日
（
８
月
13
日

（
月
）
は
開
館
）

９
月
８
日（
土
）〜
10
月
８
日（
月
・

祝
）

　

明
治
の
浮
世
絵
師
、
小
林
清
親

と
弟
子
の
井
上
安
治
の
代
表
作
を

は
じ
め
、清
親
の
肉
筆
画
、ス
ケ
ッ

チ
帖
な
ど
約
２
０
０
点
を
展
示
。
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市
民
の
手
づ
く
り
に
よ
る
人
づ

く
り
・
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

開
催
し
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で

す
。主

催
・
問
い
合
わ
せ

文
化
・
生
涯
学
習
課

（
２
５
・
３
５
９
０
）

中
央
女
性
セ
ミ
ナ
ー

　

東
日
本
大
震
災
の
際
に
、
宮
城

県
に
派
遣
さ
れ
、
捜
索
活
動
に
あ

た
っ
た
消
防
署
職
員
か
ら
被
災
地

の
話
等
を
聞
き
ま
す
。

■
と
き　

９
月
７
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

■
演
題　
「
被
災
地
の
実
状
、
防

災
・
避
難
等
に
つ
い
て
」

■
講
師　

瀧
口
吉よ
し
な
が

祥
（
萩
市
消
防

署
）

■
参
加
料　

無
料

■
定
員　

20
人
程
度

申
し
込
み

８
月
31
日
ま
で
に
、
中
央
公
民
館

（
２
５
・
３
５
９
０
）
へ

海
技
免
許
の
更
新
講
習

　

海
技
免
許
は
５
年
ご
と
の
更
新

で
す
。
更
新
期
間
は
４
年
目
か
ら

５
年
未
満
の
１
年
間
で
す
。

■
と
き　

９
月
９
日
（
日
）
午
前

10
時
〜

■
と
こ
ろ　

ル
ネ
ッ
サ
長
門

■
持
参
品　

操
縦
免
許
書
、
写
真

２
枚
、本
籍
地
記
載
の
住
民
票（
免

許
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
現
住
所

等
に
変
更
が
あ
る
場
合
の
み
）

※
当
日
、
身
体
適
性
検
査
を
行
い

ま
す
の
で
眼
鏡
等
を
使
用
の
方
は

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
受
講
料
（
小
型
）

①
申
請
手
続
き
を
委
託
す
る
場
合

更
新
＝
８
１
０
０
円
、
失
効
再
交

付
＝
１
万
３
９
９
０
円

②
本
人
が
申
請
す
る
場
合

更
新
＝
５
３
４
０
円 

、
失
効
再

交
付
＝
９
６
９
０
円

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

９
月
８
日
ま
で
に
、
関
門
海
技
免

許
セ
ン
タ
ー
（
０
８
３
・
２
６
６
・

４
０
２
９
）
へ

長
州
フ
ァ
イ
ブ
１
５
０
年

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
文
化
講
演
会

　

萩
文
化
財
保
護
協
会
で
は
、
上

方
講
談
師
の
旭
き
ょ
く
ど
う堂

南な
ん
ざ
え
も
ん

左
衛
門
氏

を
迎
え
、
講
談
を
メ
イ
ン
と
し
た

文
化
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

明
治
時
代
に
は
、
庶
民
は
講
談

で
様
々
な
出
来
事
や
歴
史
を
学
び

ま
し
た
。
こ
の
講
演
会
で
は
、
長

州
フ
ァ
イ
ブ
の
史
実
や
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
講
談
と
講
演
を
通
し
て
学
び

ま
す
。

■
と
き　

９
月
12
日
（
水
）
午
後

２
時
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
講
座
室

■
内
容

①
講
談　
「
サ
ム
ラ
イ
の
洋
行
〜

若
き
日
の
伊
藤
博
文
と
井
上
馨
」

講
師  

旭
堂
南
左
衛
門
（
上
方
講

談
師
）

②
講
演　
「
秘
密
留
学
生
始
末
」

講
師 

一
坂
太
郎
（
萩
博
物
館
特

別
学
芸
員
）

③
対
談　
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
渡
航

１
５
０
年
」（
旭
堂
南
左
衛
門
、

一
坂
太
郎
）

■
参
加
料　

無
料

■
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

■
主
催　

萩
文
化
財
保
護
協
会

申
し
込
み

ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進
課

（
２
２
・
６
４
５
０
）

　

す
で
に
３
万
人
を
越
え
る
方
々

に
ご
覧
い
た
だ
い
た
特
別
展

「
最
恐
！
危
険
生
物
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
」。世
界
中
の「
危
険
生
物
」

約
２
０
０
種
類
を
３
０
０
点
も
の

標
本
や
写
真
で
紹
介
。

　

人
気
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
「
危
険
生
物
か

ら
の
挑
戦
状
」
は
、平
日
限
定
（
８

月
10
日
〜
16
日
は
除
く
）
で
実
施

し
て
い
ま
す
。
展
示
室
を
進
み
な

が
ら
パ
ズ
ル
を
解
い
て
応
募
す
る

と
、
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
特

製
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
ジ
が
当
た

り
ま
す
。

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま

で
）
会
期
中
無
休

■
観
覧
料　

大
人
５
０
０
円
、高
・

〜
海
と
山
の
ア
ブ
ナ
イ
生
き
も
の
た
ち
〜

※
免
許
証
等
の
提
示
が
必
要
で

す
。

※
８
月
中
の
土
・
日
曜
日
や
お
盆

期
間
は
、
臨
時
駐
車
場
を
設
置
し

て
い
ま
す
が
、
駐
車
場
の
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
ま
ぁ
ー
る

バ
ス
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
藤
田
伝
三
郎
翁
没
後
１
０
０
年

記
念
特
別
展
「
藤
田
美
術
館
の
名

宝
」
前
売
り
券
販
売
中

■
と
き　

前
期
11
月
３
日
〜
20

日
、
後
期
11
月
22
日
〜
12
月
９
日

■
観
覧
料
（
特
別
料
金
）

大
人
１
０
０
０
円
（
前
売
券
８
０

０
円
）、
高
・
大
学
生
６
０
０
円
、

小
・
中
学
生
２
０
０
円

※
前
売
り
券
は
大
人
の
み
で
す
。

※
前
期
、
後
期
そ
れ
ぞ
れ
観
覧
料

が
必
要
で
す
。

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

萩
博
物

館
、
市
役
所
総
合
案
内

○
休
館
の
お
知
ら
せ

　

９
月
14
日
（
金
）
は
資
料
保
全

の
た
め
全
館
消
毒
を
し
ま
す
の

で
、
終
日
休
館
し
ま
す
。

萩
博
物
館

大
学
生
３
０
０

円
、
小
・
中
学
生

１
０
０
円

■
駐
車
場　

萩
市

民
は
無
料
（
萩
市

民
が
同
乗
の
場
合

も
含
む
）
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楽
し
て
介
護
！
介
護
入
門

講
座

　

介
護
の
プ
ロ
か
ら
介
護
技
術
の

コ
ツ
を
学
び
ま
す
。
よ
り
楽
な
身

体
の
動
か
し
方
、
食
事
の
介
助
方

法
な
ど
皆
さ
ん
の
悩
み
に
お
答
え

し
ま
す
。

■
と
き　

９
月
14
日
（
金
） 

午
前

９
時
30
分
〜
午
後
４
時

※
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
午
前
９

時
30
分
に
集
合

■
と
こ
ろ　

山
口
県
セ
ミ
ナ
ー

パ
ー
ク
内　

山
口
県
介
護
実
習
普

及
セ
ン
タ
ー
（
山
口
市
）

■
内
容　

介
護
技
術
の
指
導

■
対
象
者　

在
宅
で
高
齢
者
を
介

護
さ
れ
て
い
る
方

■
参
加
料　

４
０
０
円

■
定
員　

40
人

主
催
・
申
し
込
み

９
月
３
日
ま
で
に
、
萩
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
２
２
・
２
２
８
９
）

へ史
都
萩
を
愛
す
る
会
例
会

　

会
員
以
外
の
方
も
参
加
で
き
ま

す
。

■
と
き　

９
月
16
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館
講
座
室

■
演
題　
「
山
県
有
朋
の
庭
と
萩

の
原
風
景
」

■
講
師　

渡
邉
美
保
子（
作
庭
家
・

職
藝
学
院
教
授
）

■
内
容　

今
年
は
、
山
県
有
朋
の

没
後
90
年
に
あ
た
り
、
山
県
の
庭

造
り
の
原
点
、
庭
が
親
し
ま
れ
て

い
る
理
由
、
山
県
の
作
庭
観
を
紹

介■
参
加
料　

無
料

■
主
催　

史
都
萩
を
愛
す
る
会

問
い
合
わ
せ

萩
博
物
館
（
２
５
・
６
４
４
７
）

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談

（
整
形
外
科
）

■
と
き　

９
月
11
日
（
火
）
午
後

２
時
30
分
〜
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
内
容　

補
装
具
交
付
の
要
否
判

定
、
処
方
お
よ
び
適
合
判
定

■
相
談
員　

更
生
相
談
所
の
指
定

医　■
主
催　

山
口
県
身
体
障
害
者
更

生
相
談
所

申
し
込
み

８
月
31
日
ま
で
に
、
高
齢
・
障

が
い
支
援
課
（
２
５
・
３
５
２
３
）

へ母
子
家
庭
等
の
無
料
巡
回

相
談

■
と
き　

８
月
29
日
（
水
）
午
後

１
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

就
業
、
子
育
て
の
相
談

等■
相
談
員　

山
口
県
母
子
福
祉
セ

ン
タ
ー
相
談
員

■
対
象
者　

母
子
家
庭
の
母
お
よ

び
寡
婦

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

主
催
・
申
し
込
み

山
口
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
０
８
３
・
９
２
３
・
２
４
９
０
）

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟 

個
別

相
談
会
・
説
明
会

　

Ｂ
型
肝
炎
被
害
者
救
済
の
た
め

に
、
手
続
き
の
手
順
に
つ
い
て
の

個
別
相
談
会
と
一
般
の
方
の
相
談

の
場
と
し
て
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

■
と
き　

８
月
25
日
（
土
）
午
後

３
時
〜
５
時

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
参
加
料　

無
料

　

ふ
る
さ
と
情
報
紙
「
萩
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
は
、
１
９
９
４
年
（
平

成
６
）
の
創
刊
以
来
、
昨
年
７
月

に
１
０
０
号
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
２
か
月
ご

と
に
発
行
し
、
全
国
各
地
の
萩
出

身
者
約
１
６
０
０
人
に
、
萩
の
情

報
や
ふ
る
さ
と
の
今
を
お
伝
え
し

て
い
ま
す
。“
ふ
る
さ
と
萩
”
を
通

し
て
人
と
人
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
に
お
住
ま
い
の
お
子
さ
ん

や
、
お
孫
さ
ん
、
ご
親
戚
や
親
し

い
友
人
に
、
萩
の
情
報
満
載
の
萩

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

依
頼
主
が
会
費
を
負
担
さ
れ
、

ン
ダ
ー
等
贈
呈
）

■
会
費
の
納
入
方
法　

銀
行
引
落

し
（
全
国
の
都
市
・
地
方
銀
行
）、

郵
便
振
替
、
広
報
課
窓
口

■
内
容

①
全
国
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
萩
出

身
者
の
投
稿
「
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
」

②
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
萩
の
企

業
・
店
舗
紹
介
「
萩
の
元
気
企
業

探
訪
」「
懐
か
し
い
店
」

③
萩
在
住
の
若
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
夢
追
人
」

④
高
校
同
窓
会
、
同
郷
会
だ
よ
り

⑤
全
国
で
開
催
さ
れ
る
萩
焼
な
ど

の
展
示
情
報

■
会
員
数　

約
１
６
０
０
人
（
市

内
含
め
県
内
34
％
、
関
東
地
区

30
％
、
関
西
地
区
そ
の
他
36
％
）

申
し
込
み

広
報
課
内
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会

（
２
５
・
３
１
７
８
）

７月号（106号）

ご
家
族
な
ど
指
定
先
と
同
時

に
、
依
頼
主
に
も
萩
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
発
行　

年
６
回（
奇
数
月
）

■
年
会
費
（
送
料
込
）

一
般
会
員
２
０
０
０
円
、
特

別
会
員
１
万
円
（
松
陰
カ
レ
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主
催
・
問
い
合
わ
せ

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
広
島
弁
護
団

　
（
０
８
２
・
２
２
３
・
６
５
８
９
）

日
本
カ
ヌ
ー
ワ
イ
ル
ド

ウ
ォ
ー
タ
ー
選
手
権

　

昨
年
の
「
お
い
で
ま
せ
！
山
口

国
体
カ
ヌ
ー
競
技
」
の
開
催
に
続

き
、
平
成
24
年
度
日
本
カ
ヌ
ー
ワ

イ
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
選
手
権
大
会

お
よ
び
２
０
１
２
カ
ヌ
ー
ス
ラ

ロ
ー
ム
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
最
終
戦

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
と
き　

９
月
１
日
（
土
）
午
後

１
時
〜
３
時
、
２
日
（
日
）
午
前

10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

阿
武
川
特
設
カ
ヌ
ー

競
技
場（
萩
阿
武
川
温
泉
公
園
側
）

■
種
目　

カ
ヌ
ー
ワ
イ
ル
ド

ウ
ォ
ー
タ
ー
、
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー

ム■
主
催　

日
本
カ
ヌ
ー
連
盟
・
カ

ヌ
ー
競
技
全
国
大
会
萩
市
実
行
委

員
会問

い
合
わ
せ

山
口
県
カ
ヌ
ー
協
会（
０
９
０
・
６

４
０
９
・
７
９
０
１
）　

綿わ
た
は
ら原

萩
吹
奏
楽
団
サ
マ
ー
オ
レ

ン
ジ
ー
ズ
定
期
演
奏
会

■
と
き  

９
月
１
日
（
土
）
午
後

４
時
〜
６
時

■
と
こ
ろ　

 

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
、
ル

パ
ン
Ⅲ
世
、
白
鳥
の
湖
な
ど

■
入
場
料  

高
校
生
以
上
５
０
０

円
、
小
・
中
学
生
３
０
０
円

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

萩
吹
奏
楽
団
サ
マ
ー
オ
レ
ン
ジ
ー

ズ
（
２
５
・
０
７
０
４
）
冨
田　

萩
市
消
防
操
法
大
会

　

萩
市
消
防
団
中
央
方
面
団
20

チ
ー
ム
が
出
場
し
て
、
日
頃
の
消

防
訓
練
の
成
果
を
競
い
ま
す
。

　

ま
た
、
む
つ
み
方
面
団
の
消
防

訓
練
披
露
も
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
と
き　

９
月
２
日
（
日
）
午
後

０
時
30
分
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

橋
本
川
玉
江
河
川
公

園■
内
容　

基
本
操
法
、
応
急
操
法

（
自
動
車
ポ
ン
プ
、
小
型
ポ
ン
プ
）

問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
総
務
課

（
２
５
・
２
７
８
０
）

「
水
芭
蕉
コ
ン
サ
ー
ト
in
山

口
」
萩
公
演

　
「
め
だ
か
の
学
校
」「
夏
の
思
い

出
」
な
ど
国
民
的
愛
唱
歌
を
生
ん

だ
中
田
喜よ
し
な
お

直
さ
ん
の
功
績
を
称
え

た
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

■
と
き　

９
月
16
日
（
日
）
午
後

１
時
10
分
（
プ
レ
ト
ー
ク
）、
午

後
１
時
30
分
〜
３
時
50
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

ボ
ニ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
ス
が

歌
う
抒
情
歌
を
中
心
に
、
童
謡
作

★年中無休☎２６・６７０５
ツインシネマ 上映案内

○ファミリー・ツリー
○テルマエ・ロマエ
○わが母の記
○貞子３D　
○プロメテウス　（３D・字幕版）

○映画ホタルノヒカリ
○BRAVE HEARTS 海猿

　　　上映中〜8/17
上映中〜8/24
上映中〜8/31
上映中〜8/31

8/24〜（8/18、19先行上映）
9/1〜
9/15〜

■上映案内（24時間） ☎２６・６７０６

曲
家 

中
田
喜
直
の
作
品
を
市
民

と
プ
ロ
の
歌
手
が
合
唱
・
独
唱
、

ピ
ア
ノ
、
オ
カ
リ
ナ
の
演
奏

■
入
場
料　

大
人
２
０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
５
０
０
円

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所　

市
役
所
総

合
案
内
、
市
民
館
、
サ
ン
ラ
イ
フ

萩
、
ア
ト
ラ
ス
萩
店
、
萩
楽
器
店
、

山
口
福
祉
文
化
大
学

主
催
・
問
い
合
わ
せ

山
口
福
祉
文
化
大
学

（
２
４
・
４
０
０
０
）

■
工
事
期
間　

８
月
下
旬
〜
11

月
上
旬
（
予
定
）

■
規
制
時
間　

午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
（
夜
間
、
日
曜
日

は
開
放
）

通
行
規
制
に
ご
協
力
を
！

■
規
制
内
容　

車
両
通
行
止
め

（
歩
行
者
・
自
転
車
は
通
行
可
）

問
い
合
わ
せ

水
道
工
務
課（
２
５
・
３
３
９

２
）、夜
間（
２
５
・
２
３
９
８
）

8:30～17:00

◎水道配水管の布設替工事
（土原・川島地区）

土
原
1
区
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◆児童館（25･1025）　休館日：毎週㊋
毎週㊊、㊍、㊏ 子育てアドバイス 10:00〜
毎週㊊、㊎ おはなしの森（子ども図書館） 11:00〜
毎週㊊、㊌ だんすダンス 19:00〜20:30

20㊊、22㊌〜24㊎　夏休み宿題大作戦 10:00〜12:00
13:00〜15:00

18㊏ おはなし会草の芽（子ども図書館） 15:00〜
23㊍ 子育て相談 10:30〜11:30
25㊏ おひさまおはなし会（子ども図書館） 15:00〜

◆子ども発達支援センター からふる（22･2877）
21㊋、28㊋ おもちゃ図書館開館日 10:00〜15:00

21㊋ 発達相談日 10:30〜12:00
絵本の読み聞かせ 11:00〜

28㊋ 親子遊び「ぽっぽの会」 13:00〜

■問い合わせ　健康増進課 ☎ 26-0500、各総合事務所
17㊎

•萩市長杯争奪バレーボール大会（高校の部）
9:00〜市民体育館ほか

•むつみ地域 ふれあいソフトバレーボール大会
9:00〜B&G海洋センター体育館

18㊏
•萩サマーチャレンジミニバスケットボール交流
　大会（男子の部）　　　　　　　　8:30〜市民体育館
•田万川地域 スポーツ少年団招待野球大会

9:00〜田万川グラウンド

19㊐

•朝日レディースバレーボール大会
9:00〜市民体育館

•山口県体育大会ソフトボール競技予選
　（一般男子二部）　　　　　　　9:00〜萩スポーツ広場
•会長杯争奪軟式野球大会（A級）9:00〜萩スタジアム

23㊍ •川上地域 職域ソフトボール大会
18:00〜川上中学校

24㊎ •福栄地域 壮年ソフトボール大会
19:30〜福栄グラウンド

25㊏
•萩サマーチャレンジミニバスケットボール交流
　大会（女子の部）　　　　　　　　8:30〜市民体育館
•阿武川カップカヌー（スラローム・ワイルドウォー
　ター）大会（〜26日）　9:30〜阿武川特設カヌー競技場

26㊐

•むつみ地域 桃太郎杯軟式野球大会
8:30〜むつみグラウンド

•連盟会長杯ソフトテニス大会（一般・高校の部）
9:00〜萩市球技場

●萩市民ソフトバレーボール大会　9:00〜萩武道館
•会長杯争奪卓球大会　　　　　9:00〜市民体育館
•萩オープンダブルステニス大会（夏季）

9:00〜ラケットクラブ萩
27㊊ •中学・高校団体対抗卓球大会　　9:00〜市民体育館

地域むつみ・福栄
10:00 〜福栄保セ

13:30 〜むつみ総合事務所
10:00 〜福栄保セ
13:30 〜福栄保セ

13:00 〜むつみ総合事務所

●のびのび会
　むつみ楽しく体を動かす会
●乳幼児相談
　福栄楽しく体を動かす会
●乳幼児健診

毎週㊌
21 ㊋
22 ㊌

24 ㊎

9:30 〜川上保セ
13:00 〜旭マルチメディアセ

　運動教室
　子宮がん検診

20 ㊊
21 ㊋

地域川上・旭

田万川・須佐 地域
9:30 〜弥富公民館

9:30 〜須佐保セ
13:30 〜須佐保セ
9:30 〜田万川保セ

9:30 〜須佐保セ
9:30 〜やまびこ

10:00 〜やまびこ
10:00 〜田万川保セ
13:30 〜小川体育館

9:30 〜須佐総合事務所

　弥富ウエルネス教室
　須佐はつらつ楽食会
　男の活き活きリハ会
●すくすく赤ちゃん学級
　須佐元気もりもり体操
　弥富元気もりもり体操
　健康・介護予防座談会
　健康ちょきん教室
　健康アップ教室
　健康のひろば

20 ㊊
21 ㊋

22 ㊌
23 ㊍
24 ㊎
27 ㊊

30 ㊍
31 ㊎

萩健康福祉センター ☎25・2667
22 ㊌ 　心の健康相談（要予約） 13:00 〜

萩 地域 ※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事
13:30 〜萩市保セ
9:30 〜萩市保セ
9:30 〜萩市保セ

10:00 〜萩市保セ
13:30 〜御許町公会堂

10:00 〜萩市保セ
9:30 〜萩市保セ

13:30 〜堀内公会堂
13:30 〜萩市保セ
10:00 〜萩市保セ
13:30 〜萩市保セ
13:30 〜萩市保セ

16 ㊍
20 ㊊

21 ㊋
23 ㊍

28 ㊋

30 ㊍

　こころの相談日（要予約）
●母子相談室
　あすなろ会
●川島・土原・御許町・江向地区子育て輪づくり

　御許町健康教室
　こころの相談日（要予約）
● 10 か月児相談
　堀内健康教室
　こころの相談日（要予約）
　こころの相談日（要予約）
●３歳児健康診査
　こころの相談日（要予約）

毎週㊏、㊐
レファレンス専門員による「夏の歴史館」

13:30〜
14:10〜 萩図書館

開催中〜31㊎　明木八景写真展 9:30〜 明木図書館
23㊍、30㊍　やっちゃんの青空教室 14:35〜 弥富保育園

21㊋ としょかん通信をつくろう 10:30〜 明木図書館
あんずの会 14:00〜 萩図書館

22㊌ パックンさかなつりであそぼう 10:30〜 明木図書館
ヒロ・マリのできるかな？ 15:00〜 須佐図書館

24㊎ 夏のおはなし会
〜ブラックパネルシアター〜 10:30〜 須佐図書館

28㊋ 茶話会 14:00〜 須佐図書館
29㊌ ガイコツをつくろう 10:30〜 明木図書館

【休館日】 須佐図書館：20㊊、27㊊
            明木図書館：20㊊、26㊐、27㊊
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情報カレンダー

●萩市主催・共催の行事 夜間・休日当番医

16㊍
●行政相談 （10:00〜/むつみコミュニティセンター、13:00〜/むつみ農村環境改善センター）外科 めづき（土原） 22・2248

内科 波多野（堀内） 25･2788

17㊎
●行政相談 （9:00〜/福栄農業担い手育成センター）外科 玉木（瓦町） 22･0030
●萩市学校教育研究発表大会 （13:00〜/市民館大ホール）内科 わたぬき（東浜崎町）25･2020

18㊏
●萩ふるさとづくり盆踊り大会 （18:50〜/明倫小学校グラウンド）外科 田町（東田町） 24・1234

内科 萩市民（椿） 25･1200

19㊐

外科 平岡（新川東） 25･7100
内科 柳井（橋本町） 22･0748

産婦人科 なかむら（熊谷町） 22・1557
歯科 土原（土原） 25・0380

20㊊
●萩市民大学教養講座「磯村尚徳」 （19:00〜/市民館大ホール）外科 都志見（江向） 22・2811

内科 全真会（玉江浦） 22・4106

21㊋
○心配ごと相談 （13:30〜/総合福祉センター）外科 花宮（平安古町） 25・8738

内科 中嶋（今古萩町） 22･2206

22㊌
●無料法律相談 （10:00〜/市役所）外科 萩市民（椿） 25･1200
●岩崎宏美 with 宗次郎 まちの音楽会 （18:30〜/市民館大ホール）内科 中坪（今魚店町） 22・5430

23㊍
●行政相談 （13:30〜/川上公民館）外科 都志見（江向） 22・2811

内科 市原（塩屋町） 22・0184

24㊎
外科 MP萩（堀内） 24・0082
内科 萩慈生（玉江） 25・6622

25㊏
○きれいなまち・萩推進市民会議美化活動 （9:00〜/全真会前河川敷）外科 兼田（吉田町） 22･1113
○たまがわ夏まつり （17:00〜/江崎弁天公園）内科 わたぬき（東浜崎町）25･2020

26㊐

●萩市健康づくり大会 （9:30〜/市民館、総合福祉センター）外科 池本（玉江浦） 25･7575
内科 萩市民（椿） 25･1200

産婦人科 都志見（江向） 22・2811
歯科 内藤（三見） 27・0009

27㊊
○萩オペラ・カンツォーネの夕べ ・28日 外科 萩むらた（今古萩町）25・9170

（18:30〜/市民館小ホール、28日：サンライフ萩）内科 波多野（堀内） 25･2788

28㊋
●人権・行政相談 （9:00〜/大島公民館）外科 めづき（土原） 22・2248
○心配ごと相談 （9:30〜/福祉の里ふれあいセンター）内科 めづき（土原） 22・2248

小児科 いわたに（椿東） 24・2100

29㊌
外科 玉木（瓦町） 22･0030
内科 全真会（玉江浦） 22・4106

30㊍
外科 萩市民（椿） 25･1200
内科 中坪（今魚店町） 22・5430

31㊎
○ふしぎな花倶楽部 押し花作品展 〜9/2 （11:00〜/市民館）外科 花宮（平安古町） 25・8738

内科 中嶋（今古萩町） 22・2206

日月火水木金土
31 2 4

65 8 9 10 11
14

20 21
12 16 17 1815
19 24 2523
13

27 28293026
22

7

31

16→31日 日

月8

■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
　外科、内科、小児科、産婦人科は消防テレホンサービス（☎ 25・
　7474）、歯科は萩市消防本部（☎25・2772）で確認してください。

※小児科は、28日以外、内科で対応します。
※夜間・休日当番医の診療時間は翌朝８時まで。
　歯科は午前９時〜正午。
※救急医療は急患のためのものです。

阿北地区
休日当番医
AM８：30〜PM５：30

19日㊐
26日㊐

［内科］
［内外科］

川上（川上）
松井（下田万）

54・2014
08387・2・0345

※阿北地区（川上・田万川・むつみ・須佐・旭・福栄地域）

24 時間年中無休で健康や医療に
関する相談を受け付けています。
☎ 0120・506・322

（通話料・相談料無料）

萩・阿武
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■人の動き（平成24年７月末日）
　人口／53,624人（前月比＋259）　男／24,579人（前月比＋66）
　女／29,045人（前月比＋193）　世帯数／24,353世帯（前月比＋189）
　出生／30人　死亡／73人

お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

慶弔だより

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載して
います。（敬称略）※７月16日〜７月31日受付分

【小川ぶどう】田万川地域平山台の「小川ぶどう」
の出荷が 8 月下旬から始まります。最高級品種の
巨峰を中心に、ピオーネ、藤稔など、県内市場へ
10 月中旬までの出荷を予定しています。平山台果
樹団地ではブドウの他に、桃、梨、栗、リンゴ等も
栽培され、山口県で最も落葉果樹生産の盛んな地域
の一つです。
【平原台ぶどう】福栄地域の「平原台ぶどう」の出
荷が 7 月 25 日から始まりました。種無し大粒種の
ニューピオーネを主流に萩・長門市場へ 9 月中旬
までの出荷を予定しています。平原台では、昼夜の
温度差が激しく甘い果実が実る環境を利用して、ブ
ドウの他に、柿や栗も栽培されています。
　ブドウの糖分は体内ですばやくエネルギーの源と
なるので、疲労・体力回復に効果的です。また豊富
なポリフェノールが含まれており、老化防止、発が
ん抑制の効果もあります。

の

果物/野菜

表紙

　７月28日、高佐下の伏馬地区でひまわりロード
フェスタが開催されました。毎年、ひまわりの開花
時期（７月下旬〜８月上旬）に併せて開催されるもの
で、フェスタ当日はまさに見頃で、伏馬山の山すそで
満開に咲いたひまわりが訪れた人を出迎えました。
　現在はひまわりの開花のピークも過ぎ、訪れる人
も少なくなっています。
■表紙写真は、むつみ小学校の３年生と保護者。フェ
スタでは、学校の学習農園で育てた野菜を販売しま
した。

※「住民基本台帳の一部を改正する法律」が平成 24 年７月９日に
施行されたことに伴い、外国人数が含まれるようになりました。
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